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の
いにしえをたどる

写
真
／
例
石
山
の
道
）

な
か
せ
ん
ど
う
う
す
い
と
う
げ
ご
え

道
碓
氷
峠
、

中
山
道
碓
氷
峠
越
は
、
上
州
坂
本
宿
か

ら
信
州
軽
井
沢
宿
ま
で
の
二
里
一
八
町

（約一

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
区
間
で
あ

り
、
鳥
居
峠
越
と
と
も
に
中
山
道
の
難
所

の
―
つ
で
あ
っ
た
。
道
は
大
き
な
落
葉
広

葉
樹
の
間
を
縫
い
、
今
も
こ
こ
を
歩
く
と

多
く
の
旅
人
の
声
が
風
に
の
っ
て
聞
こ
え

て
き
そ
う
な
、
ひ
っ
そ
り
と
し
た
た
た
ず

ま
い
を
し
て
い
る
。



凧
文
の
道
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道碓氷峠越
（所在地〉 群馬県碓氷郡松井田町坂本，峠、長野果北任

久郡軽井沢匂峠町

〈交通〉 峠越道の入り口までは、JR信越線横川駅）5
ら中山道を徒歩でだどりなガら碓氷関尻坂

本宿を経て約45分。
な蕊峠越道の入り口力ら熊野神社までは約

8キロメートル、徒歩で3時問程度。熊郵神
社ガら軽井沢までは車の通行も可能。

（周辺の見どころ〉

国指定重要文化財惟氷峠鉄道施設（近代化遺

産）、同名陪妙義山、県指定史跡碓氷関所跡、

問横川の茶屋本陣、同五料の茶屋本陣（あ東。

お西）、松井田域躊！」I根山森赫公園、碓氷

湖、軽井沢、霧禎温泉

祠
茂
三
郎
）
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熊野神社

中
山
道
は
江
戸
時
代
の
五
街
道
の
i
つ

で
、
東
海
道
と
と
も
に
江
戸
と
京
都
を
結
ぶ
重
要
な

幹
線
道
で
あ
っ
た
。
群
馬
県
内
に
は
七
宿
が
置
か
れ
、

さ
ん
だ
い
ぜ
き

碓
氷
峠
を
ひ
か
え
た
横
川
に
は
江
戸
時
代
の
三
大
関

の
一
っ
、
碓
氷
関
所
が
設
け
ら
九
た
。

中
山
道
碓
氷
峠
越
は
、
こ
の
碓
氷
関
所
を
過
ぎ
、

県
内
最
後
の
宿
で
あ
る
坂
本
宿
か
ら
長
野
県
の
軽
井

沢
宿
ま
で
の
二
呈
一
八
町
（
約
一

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

の
区
間
で
あ
る
。
こ
の
峠
越
の
道
は
、
明
治
一
九
年

（
一
八
八
六
）
に
南
側
に
新
道
（
国
道
一
八
号
線
）
が

開
設
さ
れ
た
た
め
に
車
道
か
ら
は
完
全
に
隔
離
さ
れ
、

今
も
往
時
の
姿
を
よ
く
と
ど
め
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
碓
氷
峠
越
の
起
源
は
い
つ
頃
ま

で
さ
か
の
ぽ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
碓
氷
坂
の
名
は
、

古
く
は
『
日
本
書
紀
』
や
『
万
葉
集
』
に
も
み
、
え
、

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

中
で
も
日
本
武
尊
が
東
同
平
定
の
折
、
碓
水
坂
に
達

お
と
た
ら
ば
な
ひ
め

し
た
時
、
妻
の
弟
橘
媛
を
し
の
ん
で
、
碓
氷
嶺
に
登

あ
づ
＇
工

り
「
吾
嬬
は
や
」
と
言
っ
た
の
で
、
そ
の
東
の
諸
国

を
吾
嬬
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
説
話
は
有
名

で
あ
る
。

ま
た
、
古
代
律
令
制
時
代
の
官
道
で
あ
っ
た
東
山

道
の
碓
氷
越
ル
ー
ト
の
問
題
が
あ
る
。
こ
の
ル
ー
ト

に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
碓
氷
峠
越
説
と
南
約
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
入
山
峠
越
説
の
二
つ
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
近
年
で
は
入
山
峠
か
ら
多
量
の
石
製
模
造

さ
い
し
、
い
せ
き

品
を
出
す
祭
祀
遺
跡
が
発
見
さ
れ
f
古
代
東
山
道
の

想
う
歌
の
詠
虞

峠

碓
氷
越
は
入
山
峠
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。

碓
氷
峠
越
の
開
設
は
、
入
山
峠
越
よ
り
防
御
が
容

易
な
こ
と
か
ら
、
武
士
団
成
立
後
の
古
代
末
期
以
降

と
考
え
ら
れ
、
峠
に
建
つ
熊
野
神
社
に
は
正
応
五
年

ぽ
＇
ん
し
ょ
う

ニ
ニ
九
二
）
の
銘
の
あ
る
梵
鐘
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

遅
く
と
も
鎌
倉
時
代
に
は
す
で
に
開
か
汎
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
峠
越
の
道
を
舞
台
に
し
て
、
南
北
朝
時
代
の

正
平
七
年
(
-
三
五
二
）
に
は
、
北
朝
方
の
足
利
尊

む
ね
よ
し
し
ん
の
う

氏
と
南
朝
方
の
宗
良
親
王
、
新
田
義
宗
と
の
合
戦
、

天
正
一
八
年
(
-
五
九
0
)
に
は
、
小
田
原
北
条
攻

め
の
前
田
利
家
ら
の
翌
臣
方
と
松
井
田
城
主
大
道
寺

政
繁
の
北
条
万
と
の
合
獣
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

中
山
道
は
江
戸
時
代
の
主
要
街
道
の
一
っ
で
あ
っ

た
た
め
に
、
こ
の
碓
氷
峠
越
の
道
を
北
陸
・
信
州
な

こ
う
じ
ょ
か
ず
の
み
や

ど
の
参
勤
交
代
の
大
名
、
皇
女
和
宮
を
は
じ
め
将
軍

の
主
人
と
な
る
た
め
に
京
都
か
ら
東
下
す
る
姫
宮
、

毎
年
日
光
東
照
宮
へ
派
遣
さ
れ
た
例
幣
使
な
ど
が
往

山
道
碓
永
峠
越
を
ゆ
く

ど
う
の
み
ね
ば
ん
し
ょ
あ
と

1

堂
峰
番
所
跡

碓
水
関
所
の
遠
見
番
所
と
し
て
設
け

ら
れ
た
番
所
跡
て
、
か
つ
て
は
番
所
一

棟
、
役
宅
二
棟
が
あ
っ
た
。
現
在
も
杉

林
の
道
沿
い
に
石
垣
や
門
扉
の
礎
石
が

残
る
。
ま
迄
道
か
ら
一
段
高
い
丘
陵

上
に
は
、
番
所
や
役
宅
の
あ
っ
た
『
段

の
平
坦
面
が
残
る
。

2
 

こ
こ
の
道
は
馬
背
状
の
細
い
丘
陵
の
上

を
走
っ
て
お
り
、
天
然
の
要
害
地
で
あ

る。5

山
中
茶
屋
跡

峠
越
の
道
の
中
で
は
中
心
的
な
場
所

で
、
寛
文
年
中
（
一
六
七

0
年
頃
）
に

は
人
家
が
一
三
野
あ
り
、
名
物
の
力
餅

を
商
う
茶
屋
が
に
ぎ
わ
っ
た
。
街
道
か

ら
や
や
北
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
墓
碑
な

ど
の
石
造
物
が
多
く
あ
る
と
こ
ろ
が
あ

越

る
足
こ
こ
に
は
か
つ
て
茶
屋
本
陣
が

あ
っ
た
。
経
営
者
は
丸
屋
六
右
術
門
で
、
臣

間
取
り
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
上
段
の
間
が

か
庭
を
挟
ん
で
左
右
ニ
ヶ
所
に
配
さ
れ
碓道

て

い

た

。

山

る
さ
ざ
わ
一
）
こ
う
じ
'
-
あ
と

6

笹

沢

の

施

行

所

跡

は

＇

江
戸
呉
服
町
の
与
兵
衛
に
よ
り
文
政

―
一
年
（
一
八
二
八
）
に
建
立
さ
れ
た

人
馬
の
休
憩
施
殷
で
、
間
ロ
一

0
間、．

奥
行
き
四
間
の
家
が
あ
っ
た
。
近
く
に

は
聾
か
な
水
漏
を
有
す
る
沢
が
あ
り
、

こ
の
峠
を
越
え
る
人
馬
に
と
っ
て
は
ま

さ
に
オ
ア
シ
ス
で
あ
っ
た
。

7

熊
野
神
社

碓
氷
峠
の
群
馬
a

長
野
両
県
の
県
境

に
鎮
座
す
る
一
二
社
神
社
で
、
県
境
に
本

宮
、
群
馬
県
側
に
新
宮
、
長
野
県
側
に

那
智
宮
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
社
伝
で

は
、
日
本
武
尊
が
東
征
帰
路
の
際
、
道

に
迷
い
、
紀
伊
国
熊
野
の
山
中
の
ナ
ギ

が
ら
す

の
葉
を
く
わ
え
た
ヤ
タ
烏
が
案
内
し
て

い
に
し
え
を
た
ど
る

来
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
三
回
目
の
江
戸
行
き
で

初
め
て
中
山
道
を
通
っ
た
貝
原
益
軒
、
江
戸
か
ら
郷

呈
の
柏
原
へ
帰
る
小
林
一
茶
、
公
用
で
大
阪
か
ら
江

戸
へ
戻
る
大
田
蜀
山
人
、
長
崎
奉
行
に
従
い
長
崎
に

向
か
う
伊
沢
蘭
軒
な
ど
r

み
ん
な
こ
の
峠
を
越
そ
て

い
る
。ま
た
、
明
治
六
年
二
月
二
六
日
に
政
府
の
エ
女
募

集
に
応
じ
松
代
を
出
立
し
富
岡
製
糸
場
へ
向
か
っ
た

一
行
は
、
二
八
日
に
こ
の
峠
を
越
え
て
い
る
。
そ
の

え
い

中
の
一
人
、
和
田
英
は
「
思
っ
た
ほ
ど
難
儀
で
は
な

か
っ
た
」
と
峠
越
の
感
想
を
記
し
て
い
る
。
新
天
地

で
の
使
命
感
に
燃
え
て
い
た
た
め
か
・
・
そ
れ
と
も
名

物
の
力
餅
を
食
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

道
に
は
、
現
在
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
案
内
板
が
立

て
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
r

ほ
と
ん
ど
整
備
の
手
が
加

え
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
r

往
時
に
思
い
を
は
せ

る
に
は
こ
れ
で
十
分
で
あ
り
、
ぜ
ひ
、
一
度
歩
か
れ

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
た
い
。

^
”
ね
い
し
ゃ
t5

別
石
山
の
急
な
坂
道
を
登
り
き
る
と

限
下
に
坂
本
宿
吝
一
望
て
き
る
覗
と
呼

ぱ
れ
る
場
所
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
の
風

景
は
、
峠
越
え
の
難
所
の
労
を
し
ば
し

忘
れ
さ
せ
る
、
ま
さ
に
絶
景
で
あ
る
。

3

四
軒
茶
屋
跡

剖
石
山
に
あ
っ
た
茶
屋
跡
て
、
茶
屋

本
陣
も
こ
こ
に
置
か
れ
て
い
た
。
経
営

者
は
小
左
衛
門
と
い
い
、
門
を
入
る
と

六
畳
の
上
段
の
間
、
八
畳
の
次
の
間
、

i

O蓋
の
入
側
、
八
畳
の
納
戸
が
あ
る

建
物
が
あ
っ
た
が
、
今
は
右
垣
だ
け
が

残
っ
て
い
る
。

ほ

り

き

リ

4

堀
切

天
正
一
八
年
(
-
五
九
0

)

の
漿
臣

秀
吉
に
よ
る
小
田
原
北
条
攻
め
に
際
し
、

北
条
方
の
松
井
田
城
主
大
道
寺
政
繁
が

そ
の
防
備
の
た
め
に
開
削
し
た
湿
切
跡
。

無
事
峠
に
到
着
し
た
こ
と
か
ら
、
熊
野
二
九
―
-
)
銘
の
あ
る
梵
鐘
を
は
じ
め
、

か
ん
じ
ょ
う

神
社
を
勧
請
し
た
と
い
う
。
境
内
に
は
、
松
井
田
町
・
軽
井
沢
町
指
定
文
化
財
な

県
指
定
重
要
文
化
財
て
正
応
五
年
(

l

と
が
多
く
存
在
す
る
。

（
群
馬
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
埋
歳
文
化
財
第
二
係

B

u
●

a
ど

u

a

S
望

ま

ai

指
導
主
事
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屠
文
の
道

い
に
ー
し
え
を
た
ど
る

．巳
n
a

・
忠
：
；
：
：
（
畏
野
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課

中山道信濃路
〈所在地〉
長野票北佐久郡立科町、i」1県郡和田村、不

曽郡楢川杓、同木祖村、同南木曽町、同

山口村

〈交通〉

・笠取峠付近へはJR信越線小諸駅力ら白梅湖行き
バスで40分、「芦直下車、徒歩10分。関越道1」1諸
ィンターカら40分。
•和田宿へはJ R信越線上田駅力らパスで90分（途
中、丸子で乗換え）、「上和田．i下車。関越道上田

インターカら60分。なお、男女倉□力ら和田峠ま
では約4.7キロメートル（徒歩で80分程展）。
•奈良井宿へはJ R中央西線奈良井駅下亘。長野道
塩尻インターカら30分。宿楊力ら烏居峠までは約
4キ0メードル（徒歩100分）。
・妻籠宿へはJR中央西線南木曽駅からバス7分、
中央道中津川インターーから25分。ま怠妻籠宿力
ら馬籠峠までは5.3キロメートル（徒歩90分）．．峠

〈中山道舟言濃路〉

奈
良
井
宿
の
町
並
み

から馬籠宿まで徒歩約60分。
。馬籠宿へはJR中央西線坂下駅まだは中津川駅力‘
らパス30分。中央道中津川インターカら30分。要
籠宿と馬籠宿を結ぶバスもある。

く周辺のみどころ〉
茂田井閻の宿、票宝1日芦田宿不陣土屋家住宅、漂天

然記念物笠取1'1'の松並不、笠取峠の一里塚、票宝津
金寺の宝塔、和田宿本陣、歴史の進資料舘力わちゃ

(18旅羅）、宗代人馬施行所、黒耀石石釜資料徳．唐
沢の一里塚、三十三体観音、東餅屋の一里塚、iB脇
本饂男女倉遺跡、重要伝統的建造物群保存地区梱

川村奈良井、二百体地麟杉並木、水葛 I巳上匿
屋鍵の手、元櫛問屋中村邸、高礼場跡、，鎮油社、中

の茶屋躊峰の茶屋跡、楢111村歴史民俗資料舘、木

曽の大橋、木曽くらしの工芸誼重要伝統的建造物

群保存地区南木曽町萎籠宿、重要文化財読這発電

所・桃介橋・柿其水路橋（近代化遥産）、妻箆宿本

陣．、同脇本陣奥谷（県宝）、同歴史貨料舘、大妥箆

一石栃巳木改番所跡、馬箆宿脇本隆大黒屋、藤村配

念館（同本陣跡）、立場茶屋

中
山
道
は
徳
川
家
康
が
慶
長
七
年

（
一
六

0
二
）
に
制
定
し
た
五
街
道
の
一
っ
で
、
江
戸

と
京
都
を
結
ぶ
重
要
な
交
通
路
で
あ
っ
た
。
江
戸
の

板
橋
宿
を
起
点
に
近
江
守
山
宿
ま
で
の
六
七
宿
が
あ

り
、
近
江
の
草
津
＇
大
津
で
東
海
道
と
合
流
し
て

r

京
都
三
条
大
橋
ま
で
と
数
え
る
な
ら
、
六
九
宿
と
な

る
た
め
、
「
中
山
道
六
十
九
次
」
と
い
わ
れ
た
。

街
道
の
全
体
路
線
は
古
代
律
令
制
時
代
の
東
山
道

に
準
じ
て
い
る
。
ま
た
、
信
漑
国
内
で
は
東
山
道
が

木
曽
よ
り
南
の
伊
那
谷
を
通
っ
て
い
た
の
を
中
山
道

で
は
木
曽
谷
を
通
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
中
山
道

と
い
う
名
称
は
一
七
一
六
年
に
「
中
仙
道
」
か
ら
改

め
ら
れ
、
木
曽
路
を
通
る
の
で
木
曽
街
道
と
も
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

な
お
、
東
山
道
の
路
線
や
駅
の
場
所
の
詳
細
は
不

明
な
点
が
多
い
が
、
古
代
か
ら
千
数
百
年
に
わ
た
っ

ご
信
濃
同
内
に
東
海
道
の
海
側
の
道
に
対
す
る
山

側
の
道
と
し
て
主
要
幹
線
道
路
が
存
在
し
た
こ
と
て
、
｀

幕
府
に
よ
る
中
山
這
の
制
定
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

街
道
の
道
幅
は
お
お
む
ね
一
一
間
（
約
三
・
六
メ
ー
ト

ル
）
、
平
均
し
て
二
里
ご
と
に
宿
場
が
設
け
ら
れ
、
｛
街

道
に
は
松
・
杉
並
木
、
一
呈
塚
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
中
山
道
は
東
淀
道
と
比
べ
て
、
川
渡

や
、
渡
海
の
、
L
i
配
が
な
く
、
ほ
ぼ
予
定
の
日
数
で
旅

が
で
き
る
利
点
炉
あ
っ
た
c

反
面
、
特
に
信
濃
国
内

ま
ご
め

で
は
、
和
田
峠
こ
塩
尻
峠
・
烏
居
峠
。
馬
籠
峠
な
ど

の
峠
を
越
え
る
f
起
伏
に
富
ん
だ
山
が
ち
の
道
で
あ

り
f
雨
゜
風
と
い
っ
た
悪
天
候
や
、
寒
さ
の
厳
し
い

冬
場
に
は
旅
人
を
苦
し
め
た
。

県
内
に
お
け
る
宿
は
、
碓
氷
峠
を
越
支
た
醗
井
沢

か

ら

応

瞑

．

躙

叩

雷

叫

言

国

止

雷

。

八
幡
・
望
月
」
芦
田
・
長
窪
・
和
田
。
下
諏
訪
・
塩

尻
。
洗
馬
。
本
山
の
一
五
宿
と
、
贄
川
・
奈
良
井
。

菱
好
ま
つ

藪
原
•
宮
、
／
越
・
僭
島
・
上
松
→
須
原
。
野
尻
こ
―
―

留
野
＇
妻
籠
。
馬
籠
の
木
曽
―
―
宿
の
併
せ
て
二
六

宿
が
置
か
れ
、
約
四
五
呈
（
約
一
七
七
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）
、
お
よ
そ
七
日
間
の
旅
程
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ

れ
ら
の
宿
場
の
多
く
は
戦
国
時
代
か
ら
の
交
通
の
要

所
で
あ
り
、
木
曽
一
ー
宿
な
ど
は
地
頭
・
小
領
主
の

舘
な
ど
の
そ
ば
に
で
き
た
町
並
み
で
あ
っ
た
。

た
か
と
お

甲
州
街
道
通
り
の
高
島
。
高
遠
。
飯
田
藩
以
外
の

信
州
の
諸
大
名
は
参
勤
交
代
に
中
山
遣
を
利
用
し
た
。

ま
た
、
松
尾
芭
蕉
、
与
謝
蕪
村
r

司
馬
江
漢
、
十
返

舎
一
九
、
佐
久
間
象
山
や
関
ケ
原
の
戦
い
に
向
か
う

徳
川
秀
忠
雪
｝
、
幕
末
の
東
征
軍
東
山
道
鎮
無
総
督
の

道
信
濃
路
を
ゆ
く

1
笠
取
峠
の
松
並
木

街
道
整
備
時
に
幕
府
か
ら
小
詰
藩
に

赤
松
数
百
本
が
下
附
さ
れ
て
、
植
樹
さ

れ
た
も
の
。
現
在
で
は
全
長
約
一
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
道
沿
い
に
、
二

0
0年
前

後
を
経
た
大
木
の
松
一

0
0本
余
り
が

並
列
し
て
い
る
。
近
年
、
周
辺
は
公
園

が
よ
く
残
る
。
復
元
さ
れ
た
永
代
人
馬

施
行
所
は
江
戸
の
豪
商
か
せ
や
与
兵
衛

が
出
資
し
、
旅
人
の
労
苦
を
助
け
る
た

め
に
碓
氷
峠
と
と
も
に
設
置
さ
れ
た
も

の二

み
の
道

軍
な
ど
な
ど
、

を
通
っ
て
い
る
。

時
代
が
明
治
に
入
る
と
宿
場
制
の
廃
止
、
鉄
道
の

罪
通
、
幹
線
道
路
の
改
修
や
国
道
へ
の
編
入
に
よ
り
、

街
道
全
体
に
往
時
の
お
も
か
げ
を
残
す
も
の
が
少
な

く
な
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
信
濃
路
に
は
景
親
を
含

め
た
伝
統
的
文
化
を
、
住
民
が
積
極
的
に
残
し
て
今

に
至
っ
た
例
が
い
く
つ
か
あ
り
f
そ
れ
ら
を
文
化
財

と
し
て
後
世
に
残
す
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
。

中
山
道
信
漠
路
の
み
ど
こ
ろ
は
随
所
に
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
平
成
八
年
秋
に
文
化
庁
に
よ
り
「
歴
史
の

道
百
選
」
に
選
定
さ
れ
た
県
内
の
中
山
道
の
う
ち
、

（

注

）

「
中
山
道
ー
信
濃
路
」
と
さ
礼
た
四
カ
所
を
主
に
触
れ

て
お
こ
う
。

蓋
励
さ
れ
る
な
ど
、
旧
中
山
道
の
お
も

か
げ
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
県
天
然
記

念
物
指
定
。

2
和
田
宿

中
山
道
随
一
の
長
T
場
で
雌
関
で
あ

っ
た
和
田
峠
を
控
え
た
宿
駅
で
、
．
幕
末

に
皇
女
和
宮
降
嫁
の
宿
泊
地
で
も
あ
っ

の
で
、
一
一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
間
、

峠
を
行
く
人
た
ち
に
、
粥
と
炭
火
を
、

牛
馬
に
は
小
桶
一
杯
の
飼
葉
を
施
し
た

接
待
所
で
あ
る
。
冬
期
に
お
け
る
道
中

の
厳
し
さ
を
想
像
さ
せ
る
。
国
史
跡
指

定。4
奈
良
井
宿

「
奈
良
井
千
軒
」
と
呼
ば
れ
栄
え
た

宿
場
で
格
子
、
袖
壁
猿
頭
つ
き
の

鎧
庇
な
ど
を
持
っ
た
家
々
の
軒
の
低

い
先
が
連
な
る
町
並
み
は
訪
れ
る
人
に

往
時
を
し
の
ば
せ
る
。
宿
場
内
に
残
る

い
く
つ
か
の
水
場
で
は
、
雖
所
で
聞
こ

え
た
鳥
居
峠
を
南
に
控
え
、
旅
人
が
一

服
し
た
風
景
が
浮
か
ぶ
。
な
お
、
民
俗

資
料
館
（
商
家
中
村
邸
）
は
町
家
建
物

内
部
を
見
学
で
き
る
。
ま
た
、
宿
場
一

帯
は
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

に
選
定
さ
れ
て
い
る
。

た
本
陣
の
復
元
を
契
機
に
国
史
跡
指
定

は
た
ご

と
な
る
。
宿
内
に
は
旧
旅
籠
、
脇
本
陣

も
復
元
さ
れ
る
な
ど
、
宿
場
時
代
の
た

た
ず
ま
い
を
よ
く
残
し
て
い
る
。

3
>
和
田
峠

男
女
倉
口
か
ら
峠
ま
で
は
、
石
畳
、

接
待
茶
屋
、
一
呈
塚
な
ど
旧
道
の
痕
跡

5

烏
居
峠

奈
良
井
川
（
日
本
海
側
）
と
木
曽
几

（
太
平
洋
側
）
の
分
水
嶺
で
、
奈
良
井
宿

か
ら
登
る
口
は
石
畳
の
道
が
復
元
さ
れ

て
い
る
。
峠
頂
き
は
北
に
奈
良
井
宿
、

南
に
藪
原
宿
を
眼
下
に
見
る
こ
と
が
で

き
、
往
時
を
し
の
び
、
一
息
つ
け
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

6
妻
籠
宿

町
並
み
保
存
の
原
点
と
い
わ
れ
る
宿

場
の
保
存
事
業
に
よ
り
J
'
宿
場
の
景
観

が
再
現
さ
れ
て
い
る
。
本
陣
が
復
元
さ

れ
、
脇
本
陣
奥
谷
、
歴
史
資
料
館
と
も

に
南
木
曽
町
博
物
館
が
近
年
で
き
た
。

南
木
曽
町
内
の
う
ち
、
江
戸
時
代
の
姿

を
と
ど
め
て
い
る
街
道
部
分
炉
国
史
跡

指
定
と
な
り
、
宿
場
を
中
心
と
し
た
周

囲
の
景
観
を
含
め
て
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。

7
馬
籠
峠
か
ら
馬
籠
宿

妻
籠
宿
側
か
ら
、
白
木
改
番
所
跡
を

た
ど
り
つ
つ
峠
道
を
抜
け
、
頂
上
を
登

り
き
る
と
、
は
る
か
に
東
濃
平
野
を
望

む
風
景
に
突
然
出
会
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
頂
上
に
k
t
I
E
岡
子
規
の
句
碑
が

あ
り
、
峠
を
下
っ
た
先
が
馬
籍
宿
と
な

る
。
馬
籠
宿
は
島
崎
藤
村
生
誕
の
地
で

あ
り
、
『
夜
明
け
前
』
の
舞
台
と
し
て
著

名
で
あ
る
。
宿
場
内
旧
本
陣
跡
に
は
藤

村
記
念
館
が
あ
る
。

指
導
主
事

岡
村
秀
雄
）

ら
、
み
な
こ
の
道
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屎史の道：…………………………………………………•
ー一いにしえをたどる一―-

島
崎
藤
村
の
小
説
に
「
す
べ
て
山
の
中
で
あ
る
」
と
う

つ
ま
ご
し
ゅ
く
ま
ご
め
し
ゅ
く

木
曽
路
を
、
妻
籠
宿
・
馬
籠
宿
と
た
ど
っ
て
い
く
と
‘
‘

て
美
濃
の
国
に
入
り
、
な
だ
ら
か
な
平
野
部
の
中
を
続
ぃ

中
山
道
東
美
濃
路
は
、
旧
美
濃
国
南
部
を
横
断
し
て
い
A

の
東
半
部
約
四

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
さ
す
。
石
畳
に
紅
盆

る
こ
の
季
節
、
東
美
濃
路
は
往
時
の
面
影
を
た
ど
る
多
≫

カ

ー

で

に

ぎ

わ

う

。

（

写

真

／

琵

琶

｛

，

ど
う
ひ
が
し
み
の
じ

山
道
東
美
濃
路
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原
よ
の
遺

い
に
し
え
を
た
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山道東美濃路
〈所在地〉 岐阜県中津川市・恵那市・J賑良市・御嵩囲

く交 通〉 JR栗洒中央本線中津川・恵那・武並・釜戸・
瑞浪市各釈まだは名古屋鉄道御嵩駅よりバス

ないしは徒歩。

く周辺のみところ〉

全図最I」Iの城持ち大名還山氏の居城苗木既跡
（国指定史跡）、恵那峡、全国でも珍しい石の

隠物館•隠石舘、瑞浪市化石博物饂国指定名

勝・天然記念物鬼岩、国指定名勝日本ライン

落合宿本陣

乾
も
逗
留
し
た
宿

み
の
の
く
に

岐
阜
県
南
半
部
の
旧
美
濃
国
は
、
古

げ
ん
こ
・
｀

代
か
ら
東
国
へ
の
入
口
の
「
関
国
」
と
し
て
重
要
視
さ

れ
て
き
た
。
古
代
の
三
関
の
一
つ
で
唯
一
現
存
が
確

・
心
ゎ
の
せ
き

認
さ
れ
て
い
る
不
破
関
（
関
ヶ
原
町
）
や
、
美
濃
と
信

さ

い

し

み

さ

か

濃
の
国
境
の
祭
祀
遺
跡
と
し
て
有
名
な
神
坂
峠
（
中

ぁ

津
川
市
・
長
野
県
阿
智
村
）
は
、
当
時
の
官
道
で
あ

っ
た
東
山
道
の
沿
線
に
あ
っ
た
著
名
な
遣
跡
で
あ
る
。

江
戸
時
代
初
期
に
、
江
戸
と
京
都
を
結
ぶ
幹
線
道

路
と
し
て
東
海
道
に
続
い
て
開
設
さ
れ
た
中
山
道
は
、

ほ
ぼ
東
山
道
を
踏
襲
す
る
か
た
ち
で
旧
美
濃
国
を
東

西
に
横
切
っ
て
い
る
。
美
濃
国
内
に
は
東
は
落
合
宿

（
中
淳
川
市
落
合
）
か
ら
、
西
は
今
須
宿
（
関
ヶ
原
町

今
須
）
ま
で
l

六
ヵ
所
の
宿
場
が
設
け
ら
れ
た
。
こ

か

が

み

似

ら

の
う
ち
落
合
宿
か
ら
鵜
沼
宿
（
各
務
原
市
鵜
沼
）
ま

で
を
「
東
美
濃
九
宿
」
、
加
納
宿
（
岐
阜
市
加
納
）
か

ら
今
須
宿
ま
で
を
「
西
美
濃
七
宿
」
と
呼
び
f
総
称

し
て
「
美
猥
十
六
宿
，
」
と
称
し
た
。

明
治
維
新
後
の
交
通
の
近
代
化
に
よ
り
、
中
山
道

は
東
西
を
結
ぶ
幹
線
国
道
や
鉄
道
線
路
と
し
て
利
用

さ
れ
、
往
時
の
面
影
を
と
ど
め
て
い
る
と
こ
ろ
は
少

な
い
。
し
か
し
、
御
嵩
宿
（
現
在
の
御
嵩
町
中
心
部
）

以
東
の
東
美
濃
地
方
（
御
嵩
町
。
瑞
浪
市
。
恵
那
市
・

中
津
川
市
）
で
は
、
近
代
の
国
道
や
鉄
道
が
別
の
J
l
J

ー
ト
を
と
っ
た
た
め
、
石
畳
、
一
里
塚
、
宿
場
の
町

新
茶
屋
の
一
里
塚

（
中
津
川
市
）

美
濃
（
岐
阜
）
・
信
濃
（
長
野
）
国
境

脇
に
北
・
南
塚
と
も
現
存
。
「
是
よ
り
北

木
曽
路
」
の
碑
あ
り
。

2
落
合
の
石
畳
（
中
津
川
市
）

落
合
宿
か
ら
国
境
に
か
け
て
江
戸
時

代
の
石
畳
が
現
在
も
残
る
。
延
畏
約
八

四
0
メ
ー
ト
ル
。
岐
阜
県
指
定
史
跡
c

3
落
合
宿
本
陣
（
中
津
川
市
）

加
賀
落
か
ら
火
事
見
舞
い
で
贈
ら
れ

並
み
等
の
中
山
道
の
遺
構
と
景
観
が
良
好
に
残
っ
て

い
る
。
主
な
も
の
と
し
て
は
、
東
か
ら
、
落
合
の
石

畳
（
中
津
川
市
）
、
大
井
宿
本
陣
跡
（
恵
那
市
）
、
皇

女
和
宮
や
明
治
天
皇
の
休
憩
所
（
恵
那
市
ほ
か
）
、
琵

琶
峠
の
石
畳
r

南
北
両
塚
が
四
呈
連
続
し
て
残
る
一

里
塚
（
瑞
浪
市
）
な
ど
が
あ
る
。
江
戸
時
代
の
天
保

年
間
に
刊
行
さ
れ
た
、
渓
斎
英
泉
こ
女
藤
広
重
の
二

人
の
絵
師
に
よ
り
描
か
れ
た
「
木
曾
街
道
六
十
九
次
．
」

に
見
え
る
情
景
を
、
部
分
的
で
は
あ
る
が
現
在
も
し

の
ぶ
こ
と
が
で
き
、
春
・
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
の
シ
ー

ズ
ン
に
は
観
光
客
も
多
い
。

沿
線
の
宿
場
に
は
r

幕
末
の
皇
女
和
宮
の
降
嫁
や

水
戸
藩
天
狗
党
の
志
士
た
ち
の
上
洛
な
ど
r

当
時
の

幹
線
道
路
に
ふ
さ
わ
し
い
豊
富
な
史
料
も
残
さ
れ
て

ら
く
だ

い
る
。
そ
の
中
で
も
目
を
引
く
の
は
、
賂
陀
の
中
山

道
通
過
で
あ
ろ
う
。
伏
見
宿
（
御
嵩
町
伏
見
）
に
残

山
道
東
美
濃
路
を
ゆ
く

る
史
料
に
よ
れ
ぱ
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
六
月

に
オ
ラ
ン
ダ
人
に
よ
り
将
軍
家
に
献
上
さ
れ
た
一
っ

が
い
の
幣
陀
が
中
山
這
を
通
っ
て
江
戸
へ
向
か
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
は
三
日
間
伏
見
宿

と
う
り

e,,,

に
逗
留
し
た
よ
う
で
、
見
物
人
が
初
日
は
一
、
四
〇

〇
＼
二
日
目
は
八

0
0人
に
及
ん
だ
こ
と
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
際
に
は
見
物
料
を
と
っ
た

よ
う
で
あ
り
、
「
ふ
意
（
不
意
）
之
銭
も
う
け
有
之
候
L

と
史
料
に
あ
る
の
は
今
と
変
わ
ら
ぬ
た
く
ま
し
い
商

魂
を
見
る
よ
う
で
ほ
ほ
え
ま
し
い
。
（
『
御
嵩
町
史

通
史
綱
』
上
巻
よ
り
）

E

沿
線
の
市
町
村
で
は
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
、
沿

線
の
首
長
が
一
堂
に
会
す
る
中
山
道
連
合
な
ど
の
、

道
に
関
連
し
た
イ
ベ
ン
ト
パ
か
春
秋
を
中
心
に
実
施
さ

れ
て
い
る
。

た
と
さ
れ
る
本
陣
の
門
や
上
段
の
間
の

遺
構
が
現
存
。
中
淳
川
市
指
定
史
跡
c

4
'
大
井
宿
升
形
（
恵
那
市
）

宿
内
に
六
カ
所
の
升
形
が
今
も
残
る
。

5
大
井
宿
本
陣
跡
（
恵
那
市
）

門
及
び
周
辺
の
塀
が
往
時
の
ま
ま
に

残
る
。
岐
阜
県
指
定
史
跡
。

6
西
行
塚
（
恵
那
市
）

平
安
時
代
の
歌
人
、
西
行
ゆ
か
り
の

地
の
伝
説
が
残
る
。

7
瑞
浪
市
内
の
一
里
塚
（
瑞
浪
市
）

る
江
戸
時
代
以
来
の
老
松
（
岐
阜
県
指

定
天
然
記
念
物
）
な
ど
が
残
っ
て
お
り
、

往
時
を
し
の
ば
せ
る
。

1
0
細
久
手
宿
（
瑞
浪
市
）

大
火
や
家
屋
の
老
朽
化
等
に
よ
り
往

時
の
町
並
み
は
あ
ま
り
残
っ
て
い
な
い

ー

宿苔J
-

長
野
県
叩至
市

；
一
洛
合
宿
唱
川

市[

／

ク

訓

』ゎ
E}'

窃

／

三] え▲
ロ
ロ
ロ

ニ

□
 が

、
尾
張
藩
の
定
本
陣
で
あ
っ
た
建
物

が
現
在
も
旅
館
と
し
て
営
業
し
て
い
る
。

竹
中
山
道
み
だ
け
館
（
御
嵩
町
）

郷
土
資
料
館
・
図
善
館
の
複
合
施
設

と
し
て
、
御
嵩
宿
の
町
並
み
の
一
角
に

平
成
八
年
に
建
設
さ
れ
た
C

四
呈
9
に
わ
た
っ
て
一
呈
塚
ぶ
北
・
南

両
塚
と
も
良
好
に
残
っ
て
い
る
全
国
的

に
も
珍
し
い
例
。
岐
阜
県
指
定
史
跡
。

8
琵
琶
峠
の
一
里
塚
（
瑞
浪
市
）

峠
を
挟
ん
で
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

わ
た
っ
て
往
時
の
石
景
が
残
る
。
岐
阜

県
指
定
史
跡
。

9
大
久
手
宿
（
瑞
浪
市
）

江
戸
か
ら
四
七
番
目
の
宿
場
。
現
在

も
脇
本
陣
を
は
じ
め
と
す
る
旧
家
や
大

田

蜀

山

人

の

に

も

見

え

（
岐
阜
隈
立
岐
阜
高
等
学
校
教
諭
大
熊
厚
志
）

g

R

3

糾

盪

曰

同

9
日

（
前
岐
阜
県
教
育
委
貴
会
文
化
課
学
芸
主
事
）
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責中頭方西海道

〈所在地〉

沖蝿県那額市、涌添市、宜野選市、北谷町、嘉手納

町、読谷村、恩納市、名護完、本肥町、今帰仁村、

大宜昧村、栗村、国頭村、伊江村、印是名村、伊平

屋村

〈交適〉

涌添而へは那蒻7J，らパスで20分。宜舒過市、北谷町
毘手納町方面へは那覇力らバスで40分。読谷村、恩
納村方面へは那覇力らバスで60分。名護へは那覇力
らバスて2時間。本部町、令帰亡村方面へは名護か
らバスで35分。大宜昧村、東柑、国頭村方面へは名
極からパスで50分。伊江村へは本部的の港力ら船で
30分。伊是村、伊平屋村へは全砂謝二村の遍天港力ら
船で90分。

当山の石畳道（浦添市）

文化庁月報 1997」!

（周辺のみどころ〉

消添ようとれ、伊祖戚跡（票指定史跡）、圭山(7)百壼

道、浦添域跡（国指定史跡）、座喜昧裁跡（国指定史

跡）、i中泊遺跡（国指定史跡）、万座毛（県指定名

勝）、流球村、轟の滝（瞑指定名勝）、合帰仁既跡（国

指定史跡）、合帰仁村仲原馬場（県指定史跡）、与那

覇岳天然保護区域（図指定天然記念物）、安波のタナ

ヵーグムイの梅物群落（国指定天然記念物）、田港御

願の推物群落（国指定天然記念物）、喜如嘉板敷泡岸

の板干瀬（漿指定天然記念物）、慶佐次淫のヒルギ称

（国指定天然記念物）、名展のひ如3iん刀ジュマ］レ（国

指定天然記念物）、塩l!I（国指定天然記念物）、諸志
御嶽の桓物群落（因指定天然記念物）、田名の夕）＼山

（県指定天然記念物）、念頭平松（県指定天然記念

物）、伊江村の域山（県指定名膀）、徊是名域節のイ

ワヒバ群落（県指定天然記念物）、屋部の名護家（禦

指定有形文化財）、銘苅家住宅（国指定璽要文化

財）、伊是名玉詞殿（県指定有形文化財）、憑洋1専記
念公園

道
は
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
古
く
か

ら
人
々
の
往
来
や
さ
ま
ざ
ま
な
文
物
の
交
流
の
舞
台

を
演
出
し
f
地
域
文
化
の
発
展
や
宗
教
的
。
政
治
的
。

軍
事
的
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

南
西
諸
島
に
お
け
る
公
道
（
王
道
）
の
整
備
は
、

し

ょ

う

は

し

．

し

ょ

う

し

三
山
を
統
一
し
た
尚
巴
志
に
端
を
発
じ
、
第
二
尚
氏

な

時
代
（
一
四
七
〇
＼
一
八
七
九
年
）
に
那
覇
か
ら
周

辺
の
離
島
に
至
る
洞
の
公
道
に
及
ぶ
こ
と
に
な
っ
た

と
い
わ
れ
る
。

し
ゃ
り
じ
ょ
う

公
道
の
起
点
と
な
っ
た
の
は
首
里
城
で
、
一
六
四

し
ょ
う
け
ん

六
年
（
尚
賢
六
）
の
『
正
保
―
i
一
年
琉
球
国
絵
図
帳

ま
と
り

（
写
）
』
に
は
、
首
里
と
各
間
切
（
今
の
市
町
村
に
あ

し
ゅ
（
ろ
ち

た
る
）
を
つ
な
ぐ
五
本
の
宿
道
が
延
び
、
第
一
に
周

し
ま
2
3

り
ぽ
う
さ
い
か
い

辺
の
島
々
や
両
先
島
へ
の
道
、
第
二
に
嶋
尻
方
西
海

く

に

が

み

な

か

が

み

道
、
第
三
に
嶋
尻
方
東
海
道
、
第
四
に
国
頭
ぬ
中
頭

方
西
海
道
、
第
五
に
国
頭
場
中
頭
方
東
海
道
の
各
道

が
存
在
し
た
。
こ
れ
ら
の
道
は
、
一
般
の
交
通
の
た
め

だ
け
で
な
く
、
軍
事
的
に
も
不
可
欠
な
道
で
あ
っ
た
。

う
ら
そ
え
じ
ょ
う

首
呈
城
か
ら
浦
添
城
へ
の
道
は
、
第
二
尚
氏
七
代

し
さ
つ
ね
い

王
尚
寧
に
よ
る
琉
球
囲
の
国
道
の
大
土
木
工
事
に

よ
っ
て
、
全
長
約
―
―
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
す
べ
て
石
畳
道

で
つ
く
ら
れ
た
。
こ
の
工
事
の
詳
細
に
つ
い
て
は
r

一
五
九
七
年
に
建
立
さ
れ
た
「
浦
添
城
の
前
の
碑
」

に
和
文
、
漢
文
で
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

；
さ
み
な
と
ば
し

浦
添
城
か
ら
牧
港
橋
ま
で
の
道
は
、
一
九
二
三
年
~

頃
に
郡
道
（
現
在
の
県
道
一
五
三
号
線
）
と
し
て
つ

頭
・
中
頭
方
西
海
道
を
ゆ
く

う
ら
そ
え

ー
、
洞
添
城
跡

な

か

ふ

一

ま

さ

4
な
と

浦
添
城
跡
は
、
仲
間
か
ら
牧
港
に
延

ひ
る
石
灰
岩
丘
陵
の
東
の
端
に
築
か
れ
、

城
は
一
四
世
紀
か
ら
一
七
世
紀
ま
で
使

ゎ
料
竺
北
側
の
崖
の
中
腹
に
は
「
浦

え
い
そ

添
よ
ぶ
．．
 
ど
れ
し
と
称
す
る
英
祖
王
陵
と

し
ょ
う
わ
い

尚
寧
王
陵
が
あ
る
。
国
指
定
史
跡
。

ざ

さ

｀
5

2
、
座
喜
昧
城
跡

ら
れ
る
。
城
は
一
の
郭
と
二
の
郭
か
ら

な
り
、
い
ず
れ
も
琉
球
石
灰
岩
で
造
ら

れ
た
ア
ー
テ
門
（
｀
応
匹
）
が
．
―
つ
ず
つ

あ
る
。
国
指
定
史
跡
。

な
か
ど
よ
り
．．
 

ょ
さ

3
 ．．
 

仲
泊
遺
躊

恩
納
村
仲
泊
集
落
西
方
の
琉
球
石
灰

岩
丘
陵
の
東
側
塵
下
に
形
成
さ
九
た
這

跡
群
で
あ
る
。
史
跡
内
に
は
、
四
つ
の
別
名

の
石
畳
道
は
、
幅
一
，
五
ー
l

ニ
メ
ー
ト

ル
、
長
さ
一
七
四
メ
ー
ト
ル
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
国
指
定
史
跡
。

＂
u
ん
ざ
も
う

4
、
万
座
毛

恩
納
巣
落
北
西
に
位
耀
し
た
隆
起
サ

ン
ゴ
礁
の
上
の
ほ
ぼ
平
坦
を
呼
ぶ
。
名

前
は
、
一
八
世
紀
前
半
｀
．
当
時
の
琉
球

し
ょ
う
け
い

国
王
尚
敬
が
国
頭
地
方
を
巡
視
し
て

五
メ
ー
ト
ル
の
丘
上
に
あ
る
。

紀
初
期
に
、

―二
一
五
世

球
王
府
へ
続
く
道

く
ら
れ
た
道
の
東
北
数
メ
ー
ト
ル
を
通
っ
て
い
た
。

牧
港
橋
か
ら
嘉
手
納
の
比
謝
橋
へ
の
道
は
、
北
方

へ
ほ
ぼ
ま
っ
す
ぐ
に
延
び
て
い
て
r

北
部
の
人
々
が

首
里
城
へ
行
く
と
き
の
宿
道
て
あ
っ
た
。
比
謝
橋
は
、

一
六
六
七
年
に
木
橋
を
捕
修
し
、
一
七
一
七
年
に
石

橋

に

造

り

替

え

ら

れ

た

。

．

お

ん

な

よ

ざ

り

比
謝
橋
か
ら
恩
納
間
切
へ
の
道
は
、
道
幅
も
広
く

三
メ
ー
ト
ル
以
上
も
あ
り
、
沿
道
に
は
リ
ュ
ウ
キ
ュ

ウ
マ
ツ
が
植
え
ら
れ
、
盛
夏
に
は
道
行
く
人
々
に
涼

を
与
え
た
。
し
か
し
こ
の
道
も
戦
後
幅
員
を
増
幅
し

た
り
、
路
面
忍
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
改
変
さ
れ
て
、
昔

の
面
影
は
失
わ
れ
て
い
る
。
｀

な

ご

ま

ぎ

り

恩
納
間
切
か
ら
名
護
間
切
へ
の
海
岸
線
は
風
光
明

媚
な
と
こ
ろ
と
し
て
知
ら
れ
、

l

九
七
二
年
の
日
本

復
帰
に
伴
い
沖
絹
海
岸
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
大
正
時
代
の
末
期
、
那
覇
か
ら
名
護

間
に
県
道
が
で
き
る
ま
で
の
交
通
は
、
海
岸
線
と
山

手
の
徒
歩
で
あ
り
、
交
通
を
は
ば
迎
険
悪
な
道
路
で

あ
っ
た
。

璽
唄
：
中
頭
方
西
海
道
の
中
で
、
比
較
的
保
存
状

や

ま

だ

ま

え

だ

態
が
良
好
な
恩
納
村
山
田
、
真
栄
田
地
区
に
お
い
て

昭
和
六
三
年
度
か
ら
文
化
庁
の
補
助
を
得
て
「
歴
史

の
道
保
存
整
備
事
業
」
に
着
手
し
た
。
現
在
、
回
の

史
跡
指
定
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
整
備
さ
れ
た
「
歴
史
の
道
」
の
周
辺
に
は
、
石

畳
道
、
一
里
塚
、
石
橋
な
ど
の
文
化
財
が
多
く
、
身

近
な
歴
史
学
習
の
場
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。

国
頭
・
中
頭
方
西
海
道
周
辺
に
は
数
多
く
の
文
化

財
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
次
の
五
つ
の
文
化
財
に
つ

い
て
触
れ
て
お
く
。

の
途
中
こ
の
地
に
立
ち
寄
り
、
「
万
人
を

よ

座
ら
せ
る
に
足
る
」
の
意
で
命
名
し
た
る＂｝ 

と
伝
え
ら
れ
る
。
県
指
定
名
勝
。

I

な

ご

催

会

5
、
名
護
の
ひ
ん
ぶ
ん
ガ
ジ
ュ
マ
ル
、
王

旧
名
鰐
市
役
所
か
ら
西
へ
約
二
江
〇
員
扮
委

本

メ
ー
ト
ル
の
道
路
中
央
に
あ
る
が
じ
ゅ
霜
騎

ま
る
の
大
木
で
、
樹
齢
は
お
よ
そ
二
五
村
，
―

9
¥
`
9
‘
 

0
年
と
推
定
さ
れ
る
。
木
の
高
さ
は
約
歩
こ
を
歩

一
七
メ
ー
ト
ル
で
直
径
は
約
三
メ
ー
ト
離
を
距

ド

ル
も
あ
る
。
名
前
は
、
板
―
元
に
建
て
ら
の
一
km

ロ

れ
た
地
元
で
「
ヒ
ン
プ
ン
シ
ー
」
と
呼

5

史

さ
ん
ふ
り
ゃ
う
み
ゃ
＇
ら

3
歴

ば
れ
る
「
三
府
龍
脈
碑
」
に
由
来
す
約
r

る
。
園
指
定
天
然
記
念
物
。

g

:

9

0

t

1

:

ほ

・
:
[
;
:
G
辺
、
：
・
:
（
洋
縄
膿
教
育
庁
文
化
課
指
導
主
事

運
天
和
夫
）
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口
摩
史
の
遺

い
に
し
え
を
た
ど
る

（
三
重
票
教
育
委
員
会
文
化
芸
術
課
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予参詣道伊勢路

〈所在地〉

三墜累度会郡玉城町、多気郡多気町、度会郡大宮町、

同大内山村、北牟婁郡紀1事長島町、飼酒山町、尾駕
市、熊野市、南牟婁郡御浜曲、同紀宝町、同紀翠0町、
同鵜殿村

〈交通〉

•田丸の追分へは、JR参宮線田丸駅から徒歩 5 分。

なあ、玉城町から大内山村までは日道の面影を競

すところが少ないので車で移勤しつつ．．要所を訪

ねだい。

・ツツラ←峠へ lei:.,JR紀勢本線梱•ケ谷駅下車、峠

の登り0まで約4km。峠を越えて紀印長島町の志
古パス停に至るウォークコースは約6hn、4時間。
・馬越峠へは、JR屋窮駅で下車し徒歩で北上する

カ、路線バス（尾駕長島線）を使い、泡山町駕毛

バス停（登り口）まで梧動して南下可る。鷲毛I¥

ス停力らJR尾駕駅まで約5km、4時閻。車なら駕
毛バス停手前の「道の駅・酒山」を利用。

・八鬼山越えは、JR尾鷲駅で下車、あるいは路線
バス（扮本線）で向井バス停下車、歩いで10分で
峠道に至る。向井バス停～峠～JR三木里駅まで
約11km•. 6時間。
・桧本峠力ら花の窟に至るには、JR大泊駅で下車、
国道42号線を南下して、鬼ケ既トンネルの手前を
山手へ。,JR大泊駅～峠～JR有井駅まで約4.5km、~

3時閤。

こ
の
道
は
、
・
伊
勢
神
宮
と
熊
野
三

山
と
を
結
ぶ
唯
一
の
幹
線
道
で
、
紀
伊
半
島
東
部
の

山
間
部
を
南
北
に
縦
走
す
る
東
回
り
の
道
と
し
て
古

や

き

や

ま

く
か
ら
利
用
さ
れ
た
が
、
道
筐
に
は
八
鬼
山
越
え
、

ま

ご

せ

馬
越
峠
を
は
じ
め
一
三
の
峠
が
立
ち
は
だ
か
り
、
巡

礼
者
た
ち
を
大
い
に
苦
し
め
た
道
で
も
あ
る
。

熊
野
信
仰
の
歴
史
は
古
く
、
奥
深
い
山
々
、
滝
、

巨
岩
、
木
々
な
ど
、
大
自
然
の
中
に
宿
る
神
々
の
姿

を
見
い
だ
し
た
の
が
お
そ
ら
く
そ
の
始
ま
り
で
あ
ろ

う
。
や
が
て
r

熊
野
は
現
世
を
超
越
し
た
異
境
の
地

と
の
意
訊
が
高
ま
り
、
奈
良
か
ら
平
安
時
代
に
か
け

て
の
仏
教
思
想
の
浸
透
と
相
ま
っ
て
、
本
宮
（
熊
野

に

g

＄

す

は

や

た

ま

な

ち

坐
神
社
）
、
新
宮
（
熊
野
速
玉
神
社
）
、
熊
野
那
智
神

社
の
い
わ
ゆ
る
熊
野
三
山
の
結
束
は
深
ま
り
r

本
宮

は
阿
弥
陀
如
来
に
、
新
宮
は
薬
師
如
来
に
、
那
智
神

社
は
観
音
菩
薩
に
充
て
ら
れ
、
~
神
仏
習
合
を
ご
く
自

然
に
成
立
さ
せ
る
過
程
で
熊
野
信
仰
の
基
盤
炉
確
立

さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。心

6

っ
ぼ
う

ま
た
、
平
安
時
代
末
期
以
降
、
末
法
思
想
の
流
行

を
反
映
し
た
皇
族
。
貴
族
の
相
次
ぐ
熊
野
御
幸
」
熊

野
詣
が
、
さ
ら
に
熊
野
信
仰
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と

と
な
っ
た
。
後
白
河
上
皇
の
撰
に
成
る
と
伝
え
ら
れ

り
ょ
う
じ

Ic
ひ
し
ょ
う

る
歌
謡
集
『
梁
塵
秘
抄
』
に
、
よ
熊
野
へ
参
る
に
は
、

紀
路
と
伊
勢
路
と
ど
れ
近
し
、
広
大
慈
悲
の
道
な
れ

ば
、
紀
路
も
伊
勢
路
も
遠
か
ら
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、

け
a
八

そ

く

な

ん

こ
の
頃
、
紀
路
と
と
も
に
瞼
岨
苦
難
の
伊
勢
路
も
一

本
の
畏
路
線
と
し
て
開
発
整
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

中
世
に
お
い
て
は
、
関
東
や
東
北
か
ら
の
武
士
層

や
僧
侶
を
中
心
と
す
る
参
詣
者
が
増
え
、
・
伊
勢
参
宮

に
続
い
て
熊
野
街
道
（
伊
勢
路
）
を
と
り
、
熊
野
を

起
点
と
す
る
西
固
―
―
―
十
三
ヵ
所
巡
礼
へ
と
向
か
う
こ

と
が
盛
行
し
た
。
こ
れ
に
は
r

平
安
時
代
中
期
以
降
、

布
教
と
熊
野
三
山
へ
の
誘
致
活
動
を
積
極
的
に
進
め

お

し

さ

と

う

し

せ

ん

て
き
た
「
御
師
L

（
祈
禰
師
と
宿
主
を
兼
ね
る
）
や
「
先

達
」
（
修
験
者
と
道
中
案
内
を
兼
ね
る
）
の
活
躍
が
あ

っ
ビ
。元
和
五
年
（
一
六
一
九
『
徳
川
頼
宣
が
初
代
紀
州

藩
主
と
な
る
と
r

藩
政
改
革
の
一
環
と
し
て
街
道
整

備
も
図
ら
れ
、
和
歌
山
か
ら
新
宮
ま
で
の
紀
伊
路
に
、

田
丸
ま
で
の
伊
勢
路
を
加
え
、
．
一
環
し
た
「
熊
野
往

還
道
」
の
整
備
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
f
幕
府

ー
、
原
の
石
仏
庵
跡

伊
勢
参
宮
を
終
え
た
道
者
を
熊
野
道

｀
ァ
く
た
め
、
庵
跡
に
「
巡
礼
道
引
観

世
音
」
（
文
化
―
一
年
）
の
石
碑
が
建
つ
C

2
,
J
、
大
内
山
の
一
里
塚
（
大
内
山
村
）

昭
和
初
明
ま
で
は
道
の
両
側
に
塚
松

と
よ
ば
れ
る
黒
松
の
巨
樹
が
あ
っ
た
と

い
う
が
、
現
在
は
東
側
の
松
の
み
が
残

る
。
松
は
代
替
わ
り
し
て
い
る
も
の
の

か
い
に
茶
屋
が
あ
っ
た
。
石
稽
の
基
部

し
か
残
っ
て
い
な
い
が
馬
越
の
一
里
塚

ゃ
桜
地
蔵
付
近
の
水
場
跡
て
一
息
つ
け

る
。
馬
越
の
i
里
塚
及
び
喉
野
街
道
馬

越
峠
道
は
県
史
跡
指
定
。

や
さ
や
心
5

5
、
八
鬼
山
越
え
（
尾
葱
市
）

い
く
つ
も
の
峠
を
越
え
る
熊
野
街
道

の
中
で
も
一
番
の
難
所
と
い
わ
れ
た
八

鬼
山
。
海
抜
六
二
七
ノ
ー
ト
ル
の
険
阻

さ
に
加
え
r

か
つ
て
は
山
賊
や
狼
が
出

没
し
て
旅
人
を
震
え
上
が
ら
せ
た
と
い

う
。
コ
ッ
コ
ツ
と
し
た
石
畳
の
傍
ら
に

は
町
石
を
兼
わ
た
石
仏
や
行
き
倒
れ
と

な
っ
た
巡
礼
者
の
蓬
碑
が
た
た
ず
む
。

十
五
町
石
の
あ
る
場
所
が
か
つ
て
の
麓

の
万
街
道
に
準
じ
て
宿
駅
や
伝
馬
所
（
三
八
ヵ
所
）

の
設
定
、
一
里
塚
の
築
造
も
徐
々
に
行
わ
れ
た
が
、

宿
駅
は
問
屋
場
3

本
陣
等
を
備
え
た
も
の
で
は
な
く
、

巡
検
使
や
藩
主
の
巡
行
に
は
、
富
豪
や
村
役
人
の
家

が
臨
時
の
本
陣
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
一
方
、
熊
野

街
道
は
、
お
か
げ
ま
い
り
と
い
う
爆
発
的
な
伊
勢
参

宮
と
も
相
ま
っ
て
、
さ
ら
に
西
国
巡
礼
の
旅
へ
と
向

か
う
庶
民
の
道
と
し
て
大
い
に
賑
わ
い
、
文
化
元
年

ニ

八

0
四
）
に
は
、
二
万
一
l

-

、

0
0
0人
の
巡
礼
者

が
通
っ
た
と
『
熊
野
年
代
記
』
は
伝
え
る
。

現
在
、
熊
野
参
指
道
は
国
道
四
一
一
号
線
と
重
複
す

る
部
分
も
多
い
が
、
山
間
部
の
峠
道
も
随
所
に
残
っ

て
い
る
。
特
に
「
歴
史
の
道
百
選
」
に
選
定
さ
れ
た

八
鬼
山
道
、
馬
越
峠
道
は
美
し
い
石
畳
を
は
じ
め
、

一
呈
塚
、
町
石
、
荼
屋
跡
、
巡
礼
墓
碑
な
ど
も
残
り
、

多
く
の
ハ
イ
カ
ー
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

往
時
を
偲
ぶ
こ
と
か
で
き
る
。
県
史
跡

指
定
。
3
、
ッ
ツ
＿
「
斥
峠

（
大
内
山
村
ー
紀
伊
長
島
町
）

か
つ
て
伊
勢
国
と
紀
伊
国
の
分
か
れ

目
で
あ
っ
た
峠
。
江
戸
初
期
に
紀
州
藩

に
さ
か

に
よ
り
荷
坂
峠
越
え
ル
ー
ト
が
関
発
さ

れ
る
ま
で
は
、
こ
の
峠
越
え
の
道
が
と

ら
れ
て
い
た
。
峠
か
ら
は
r

浄
土
へ
と

続
く
熊
野
の
海
を
初
め
て
望
む
こ
と
が

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
正
徳
二
年
（
一
七

―
二
）
築
造
と
さ
れ
る
一
里
塚
が
桜
茶

屋
一
里
塚
（
県
史
跡
指
定
）
、
名
柄
一
里

塚
（
市
史
跡
指
定
）
と
し
て
残
る
。

6
、
八
鬼
山
町
石
（
尾
賛
市
）

八
鬼
山
登
り
口
の
矢
浜
か
ら
山
頂
ま

で
の
五

0
町
に
地
蔵
の
形
を
し
た
町
石

が
置
か
れ
た
が
、
現
存
す
る
の
は
三
四

体
で
あ
る
。
町
石
の
寄
進
者
は
伊
勢
神

宮
の
御
師
や
豪
商
で
あ
り
、
平
安
か
ら

室
町
時
代
に
か
け
て
当
地
が
伊
勢
神
宮

の
神
領
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な

資
料
と
な
っ
て
い
る
。

い
わ
や

7
、
花
の
窟
（
熊
野
市
）

熊
野
街
道
最
後
の
松
本
峠
を
越
え
、

七
里
御
浜
の
海
岸
線
に
沿
っ
て
平
坦
な

浜
街
道
を
南
下
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
高

さ
七

0
メ
ー
ト
ル
の
巨
岩
。
『
日
本
書

で
き
r

い
よ
い
よ
熊
野
を
め
ざ
す
ん
だ

と
い
う
期
待
を
抱
く
地
点
で
あ
る
。

ま

ご

活

み

や

よ

お

わ

↑

4
、
馬
越
峠
（
海
山
町

1
尾
探
市
）

海
山
町
と
尾
鷲
市
の
境
を
な
す
雙

海
山
町
側
の
登
り
口
か
ら
峠
ま
で
の
約

ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
坂
道
は
端
正
な
石

畳
道
が
よ
く
残
る
。
峠
に
は
江
戸
末
期

か
り
ょ
う
え
人
と
う
い
つ

の
俳
人
。
可
涼
園
桃
乙
の
句
稗
が
建

ち
、
「
西
国
三
十
三
所
名
所
図
絵
」
に
よ

れ
ば
句
碑
の
北
隣
に
岩
船
地
蔵
堂
、
向

八
鬼
山
峠
の
町
石

紀
』
に
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
の
陵
墓
と

し
て
登
場
す
る
花
の
窟
で
あ
る
。
毎
年

春
と
秋
に
行
わ
れ
る
お
綱
か
け
神
事

（
県
無
形
民
俗
文
化
財
）
は
有
名
。

倉
田
匿
純
）

文化庁月報 1998」

く周辺の見どころ〉

票史跡田丸蛾跡、原の町並み、多気町郷土資料謡

柳原観音、日舟木僑（国登録有形文化財）、滝原宮

大内山の一里塚、大昌寺格子絵天井、稽まき権兵衛

の里、憑w町郷土資料館、真醐寺はまくり石、馬越
峠の一里塚、土井竹林、慶光院清順上人の供養碑、

票史跡／丁鬼山の一里塚、瞑有形民俗文化財八鬼W団
石及ひ石造三宝荒神立像。石造不動朗像、三宝荒神

堂、さくらの森エリア．、名柄の一里塚、蓉根弾正百

酷塔、北の関所跡、南の関所躊猪垣、県天然記念

物飛鳥神社樹叢、徐福の宮、国天然記念物及ひ名勝

兒ケ既。附獅子岩花の窟、県名勝及び天然記念物

循ケ1行、熊野市歴史民俗黄料舘、鯨の供蓬塔、県天

然記念物市木のイフキ、呂1作のプマフス、緑橋（近代

化遺産）、七里御浜松原遊歩適、志際川尻の巡礼供養

碑、ウミカメ公園、神内神社樹叢、国史跡赤木呟節

及びEB平子峠刑揚躊丸山干枚田、鉱山頁料認楊
枝薬師堂、菌特別名諾及び天然記念物瀞八丁

＂゜這因● ●名ロ・雰,.疇..........憾臼 3“ ＂ロ・ロ・・ a ョ•ヨ沿ヱロ 99 ロ・ロ，．コ蕊● ●曰崎臼..旦公●囚国...日直....,.....●ロ・ロ その五
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野参詣道紀路

〈所在地〉
_o紀伊路／和歌山市洒南市洒草郡下津町有田市

有田郡湯浅町・広川町 日高郡日高町・ ED南町・南部
町御坊市田辺市

0中辺路／田辺市 西牟婁君B..t塞田町・大塔村・中辺路
町栗牟霙那本宮町

0大辺路／田辺市 西牟袋郡日浜町・巳置/11町・百さみ

町・串本町 東牟霙都己座町・古座/118JJ．太地町・那

智勝涌町新宮市

0大雲取り」ヽ雲取越え／東牟墨郡那智膀洞町・熊郵III的・

本宮囲

0大日越え／乗牟婁郡本宮町

く交通〉

紀伊路・大辺路へは紀伊半島の洒岸練を走る菌遥42号

那智大滝遠望

線あるいはこれと並行百るJR紀葵線を利角芍れは便利。
JRでも熊野参詣道（熊野吉道）を歩くィ＇ベンドを行って
いる。

中辺路を経由して本宮へはJR紀勢線紀伊巴辺駅から
国道3'11号線沿いにJRバスガある。まだ本宮力ら新宮ま
でも国道168号をJRパスが運行している。

熊野速王大社

熊
野
三
山
を
参
詣
し
た
こ
と
に
な
る
。

新
宮
・
那
智
へ
の
参
詣
は
、
中
辺
路

を
と
ら
す
記
伊
半
島
南
部
の
海
岸
線
を

陸
跨
ま
た
は
海
路
で
南
下
し
r

半
島
最

南
端
の
潮
岬
か
ら
は
海
岸
線
を
北
上
す

る
コ
ー
ス
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
参
詣
道

お
お
へ

4
9

が
大
辺
路
と
呼
ば
れ
て
い
る
C

刈
大
雲
取
・
小
雲
取
越
え

熊
野
三
山
か
ら
の
帰
路
は
、
那
智
か

ら
再
び
本
宮
に
戻
る
こ
と
が
一
般
的
と
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§
熊
野
三
山
へ
の
人
々
の
巡
礼
は
平
安
時

き
け
ん

代
の
半
ば
以
降
、
都
の
貴
顕
を
中
心
に
山
岳
信
仰
や

神
仏
習
合
、
浄
土
信
仰
の
広
が
り
の
な
か
盛
ん
と
な

か
ん
じ
ょ
う

り
r

熊
野
の
神
は
全
国
に
勧
請
さ
れ
た
。
中
匹
に
は

武
家
階
級
が
、
近
世
に
な
る
と
伊
勢
参
拝
や
西
国
三

十
三
ヶ
所
巡
礼
を
か
ね
て
の
熊
野
参
詣
が
広
く
庶
民

階
層
に
も
行
わ
れ
、
多
く
の
茶
屋
や
一
里
塚
も
設
置

さ
れ
た
。

熊
野
三
山
へ
の
参
詣
道
に
は
紀
路
と
伊
勢
路
が
あ

っ
た
。
平
安
時
代
末
明
の
後
白
河
法
皇
の
撰
と
い
う

り
さ
つ

『
梁
塵
秘
抄
』
巻
二
に
は
「
熊
野
へ
参
る
に
は
紀

路
と
伊
勢
路
と
ど
れ
近
し
ど
れ
遠
し
広
大
慈
悲
の

道
な
れ
ば
紀
路
も
伊
勢
路
も
遠
か
ら
ず
」
と
あ
る
。

紀
路
を
た
ど
る
に
は
、
都
の
下
烏
羽
よ
り
船
に
乗

り
淀
川
を
下
り
摂
津
・
渡
辺
の
津
へ
上
陸
し
た
。
そ

た
づ
か

の
後
、
紀
伊
国
風
土
記
に
「
手
束
弓
ト
ハ
、
紀
伊
一
国

ノ
雄
山
ノ
セ
キ
守
ノ
持
弓
云
々
」
と
あ
る
和
泉
。
紀

ぉ

の

や

哀

伊
国
境
の
雄
の
山
峠
を
越
免
紀
伊
国
に
入
っ
た
。

紀
伊
に
お
け
る
参
詣
道
の
う
ち
雄
の
山
峠
（
和
歌

む

ろ

山
布
）
か
ら
熊
野
の
入
り
口
に
あ
た
る
牟
婁
（
紀
伊

で
、
な
ら

半
島
南
部
の
古
称
）
の
出
立
王
子
（
田
辺
市
）
ま
で

を
紀
伊
路
、
出
立
王
子
か
ら
熊
野
本
宮
大
社
（
東
牟

な

か

へ

ち

婁
郡
本
宮
町
）
ま
で
を
中
辺
路
と
呼
び
r

院
政
期
に

お
い
て
最
も
利
用
さ
れ
、
後
白
河
上
皇
三
三
回
前
後

を
最
高
に
、
か
な
り
の
頻
度
で
参
詣
を
重
ね
て
い
る
。

当
時
ゃ
3
参
詣
の
様
子
は
貯
原
為
房
の
『
為
房
卿

記
』
、
籐
原
宗
忠
の
『
中
右
記
』
r

藤
原
定
家
の
『
後

鳥
羽
院
熊
野
御
幸
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
貴

族
や
僧
侶
の
日
記
、
記
録
に
詳
細
に
綴
ら
れ
て
い
る
。

貴
顕
の
み
な
ら
ず
庶
民
ま
た
病
苦
の
旅
行
者
も
多
か

っ
た
と
記
さ
れ
、
お
お
よ
そ
京
か
ら
の
往
復
一
ヵ
月

弱
の
旅
行
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
し
た
利
用
に

つ
れ
て
、
参
詣
道
の
整
備
も
進
み
、
紀
路
の
最
大
の

（
じ
ゅ
う
（
お
う
じ

特
色
と
な
っ
た
熊
野
九
十
九
王
子
社
が
成
立
し
た
。

熊
野
九
十
九
王
子
社
は
熊
野
権
現
の
神
子
を
御
分

霊
と
し
て
祀
っ
た
社
な
ど
と
も
い
わ
れ
、
『
後
烏
羽
院

稲
野
御
幸
記
』
建
仁
元
平
（
ニ
―
0

1

)

の
記
載
か

ら
、
平
安
時
代
末
期
に
は
参
詣
道
沿
い
に
九
十
九
王

子
が
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
摂
禅
．

1

9

へ
紀
伊
路

雄
の
山
峠
を
越
え
た
あ
と
、
紀
、
＇
，
川

を
渡
り
南
下
し
藤
代
若
一
王
子
（
海
南

市
）
に
着
く
。
こ
こ
よ
り
藤
代
峠
な
ど

の
山
並
み
を
横
断
し
、
時
に
は
千
里
の

浜
な
ど
の
海
岸
線
に
出
な
が
ら
牟
萎
の

出
立
王
子
に
至
る
。

紀
伊
路
に
は
こ
の
ほ
か
、
有
田
・
日

高
郡
境
界
の
右
畳
が
美
し
い
鹿
ケ
瀬
峠

を
避
け
て
、
有
田
川
南
岸
の
山
塊
の
峠

い
と
が

に
位
置
す
る
糸
我
王
子
（
有
田
市
）
近

乃

く
の
海
岸
か
ら
海
路
で
比
井
王
子
（
日

高
郡
旦
尚
町
）
へ
詣
で
た
あ
と
再
び
能

野
参
詣
道
へ
合
流
す
る
コ
ー
ス
な
ど
が

渡
辺
の
津
に
は

第
一
王
子
社
と

く
ぼ
つ

し
て
窪
津
王
子

社
が
祀
ら
れ
、

こ
れ
よ
り
九
十

九
王
子
社
の
巡

拝
を
重
ね
、
最

は
ら
い
ど

後
に
祓
戸
王
子

の
参
拝
を
終
え

熊
野
本
宮
大
社

に
参
詣
し
た
の

で
あ
る
。

あ
っ
た
よ
う
だ
。

2
.
'
中
辺
路

出
立
王
子
か
ら
は
ほ
ぼ
東
方
向
へ
進

路
を
と
り
富
田
川
沿
い
に
潮
る
。
熊
著

古
道
館
が
建
つ
富
田
川
の
川
岸
に
祀
ら

た
さ
‘
"
り

れ
た
滝
尻
王
子
（
西
牟
疫
郡
中
辺
路
町
）

か
ら
は
、
い
よ
い
よ
難
行
苦
行
。
眼
難

し
ん

9‘

辛
苦
が
待
ち
受
け
る
奥
深
い
紀
伊
の

ざ
ゅ
う
ば

山
々
を
越
え
る
。
牛
馬
童
子
像
な
ど
が

祀
ら
れ
た
峠
や
幽
谷
を
い
く
つ
も
縦
横

断
し
、
こ
れ
よ
り
熊
野
の
聖
賎
に
入
る

は
っ
し
・
ん
も
．
，
＇

と
い
う
発
心
門
王
子
（
東
牟
婁
郡
本
宮

町
）
に
至
る
。
さ
ら
に
山
道
を
進
め
ば
、

逃
か
山
並
み
の
向
こ
う
に
本
宮
喉
野
坐

な
っ
て
い
っ
た
。

那
智
大
滝
水
源
の
那
智
原
始
林
を
迂

回
し
、
熊
野
灘
を
見
下
ろ
す
舟
見
峠
に

至
る
。
石
倉
峠
、
越
前
峠
を
越
え
熊
野

こ
ぐ
る

川
の
支
流
、
赤
木
川
上
流
の
小
口
へ
降

ぉ
“
ぐ
も
ど
り

り
る
大
雲
取
越
え
（
那
智
勝
浦
町
、
燕

野
川
町
）
は
約
四
0
k
m
の
難
所
で
茶
屋こ

跡
が
そ
こ
か
し
こ
に
残
る
。
さ
ら
に
小

霊
取
越
え
（
熊
野
川
町
、
本
宮
町
）
と

呼
ば
れ
る
約
―
i
O
.
!
?
.
の
難
所
が
あ
り
、

古
来
多
く
の
参
拝
者

が
山
中
で
没
し
た
熊

野
参
詣
道
で
蔽
も
険

阻
な
道
で
あ
る
。

神
社
を
遥
拝
す
る
伏
拝
王
子
（
本
宮
町
）

お
お
ゆ
の
は
＇
＾
ク

を
経
て
、
尾
根
道
を
下
れ
ば
大
斎
原
と

呼
ば
れ
る
熊
野
川
の
中
洲
状
地
形
に
鎖

座
す
る
熊
野
坐
神
社
旧
社
地
に
至
る
。

3
、
大
辺
路

り
河
口
の
新
宮
に
鎮
座
す
る
熊
野
速
玉

神
社
へ
参
拝
し
、
浜
王
子
（
新
宮
市
）

を
経
て
石
畳
の
美
し
い
高
野
坂
を
と
り

を
眺
望
す
る
。

那
智
川
の
河
口
に
祀
ら
れ
た
浜
の
宮

王
子
（
東
牟
婁
郡
那
智
勝
浦
町
）
か
ら

那
智
川
を
朔
り
r

大
杉
並
木
と
石
畳
が

み
ご
と
な
大
門
坂
を
登
れ
ば
那
智
大
滝

を
遥
拝
す
る
熊
野
那
智
女
社
に
至
り
i
雪

だ
い
に
ち

5
、
大
日
越
え

本
宮
参
指
者
は
小
栗
判
官
ふ
味
手
姫

り
旅
の
疲
れ
を
癒
し
た
が
、
の
ち
に
は

ウ

ご

り

湯
垢
離
の
儀
礼
も
成
立
し
た
。

6
、
あ
と
が
き

煎
野
参
詣
道
は
、
私
た
ち
の
ま
ほ
ろ

ば
。
再
生
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
い
つ
ま

で
も
愛
さ
れ
続
け
た
い
道
の
一
つ
で
あ

る
。
関
係
団
体
は
昭
和
五
三
年
以
降
、

熊
野
参
詣
道
の
整
備
を
継
続
実
施
し
、

平
成
一
一
年
に
は
熊
野
体
験
陪
が
開
偏

さ
れ
る
。
皆
様
に
ぜ
ひ
熊
野
を
体
験
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

S
〖
1耐
目
日
日
言

2
日
区
笠
g
[
i
臼
8
m
a
l
1
ロ
・
E
●
R
ぼ
n

（
和
歌
山
票
教
育
委
員
会
文
化
財
課
藤
井
保
夫
）

餓
野
参
詣
道

野

詣
道
紀
路
を

大
斎
原
遠
望
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屠
よ
の
道

長坂・高山越ー一

〈交通〉
・籠立場（蓑ケ坂上）、乗北本線三戸駅力ら南部バス

一戸行上巨時下車、徒歩20分
•三戸城跡、東北本線三戸駅力ら南部バスー戸・三
戸営業所方面行、病院前下車、徒歩25分（上ぎで

芭動車で行ける）

•三光寺、三戸駅）Jら南部バス蛇沼行小向下車、徒
歩10分、三戸駅選角力ら南部バフ八戸方面行門前
下車、徒歩15分
．畏坂・高山認洩水口、烏内坂・豆戸方面浅7-KO、

南部バス五戸唇R力已西恕方面行浅水下奎
•五戸llll歴史みらいパーワ、東北本線）＼戸駅tJら南
部バス五戸行中央下畢徒歩5分
•江渡家住宅、東北卒線八戸駅から南部／＼ス五戸行
荒町下車、従歩3分
如＼戸～五戸八戸～三戸118]0)バスを除きハスの便

は良くないため、歩きを前提に立案してほしい。
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「
そ
と
の
は
ま
し
は
青
森
湾
岸
を
指
す
地

名
で
あ
り
r

和
歌
に
も
古
く
か
ら
詠
ま
九
て
き
た
。

古
代
か
ら
中
世
に
移
行
す
る
こ
ろ
f
奥
州
街
道
（
道

中
）
の
前
身
、
外
の
浜
（
外
ヶ
浜
）
へ
の
道
筋
に
は
、
~

平
泉
文
化
の
影
響
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
吾
妻

鏡
』
に
は
藤
原
清
衡
が
、
白
河
か
ら
外
の
浜
ま
で
の

か

さ

そ

と

ば

道
筋
―
町
ご
と
に
、
笠
卒
都
婆
を
造
立
し
た
と
い
う

記
述
が
あ
る
。

奥
州
藤
原
氏
が
滅
亡
す
る
と
、
こ
の
道
筋
に
は
鎌

倉
武
士
団
が
往
来
し
た
。
南
部
光
行
が
糠
部
に
入
り
、

ひ

ら

が

さ

さ

平
良
ケ
崎
城
（
三
戸
郡
南
部
町
）
を
構
免
た
の
は
、

鎌
倉
時
代
前
期
の
こ
と
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
武
士

の
時
代
に
な
る
と
r

馬
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

い
け
ず
さ

っ
た
。
宇
治
川
の
合
戦
て
知
ら
れ
る
名
馬
生
暗
は
七

す
る
ず
み

戸
の
産
r

磨
墨
は
三
戸
の
産
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
法
光
幸
（
三
戸
郡
名
川
町
）
や
概
松
院
跡
（
三

戸
郡
南
部
町
）
に
は
、
北
条
時
頼
の
廻
国
伝
説
が
あ

る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
錯
倉
時
代
の
奥
州
街
道
の

ゃ
・
よ
せ

実
態
と
そ
の
歴
史
は
、
偏
東
風
の
渠
い
霧
に
包
ま
汎

て
お
り
、
伝
承
と
推
論
の
域
を
脱
し
て
い
な
い
。

い
た

建
武
の
新
政
の
こ
ろ
に
な
る
と
史
料
も
増
え
、
板

び

か

さ

い

し

と

う

ば

碑
や
笠
石
塔
婆
な
ど
の
分
布
か
ら
、
行
き
交
う
人
の

姿
が
多
少
わ
か
っ
て
く
る
。
根
城
（
八
戸
市
）
や
七

戸
城
（
七
戸
町
）
な
ど
で
南
部
師
行
ら
南
朝
方
武
将

の
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
室
町
時
代
も
後
半
に
な
る

と
、
~
糠
部
の
三
十
三
観
音
巡
礼
が
始
ま
っ
た
。
ま
た

広
大
な
牧
野
で
育
っ
た
馬
も
、
こ
の
道
を
通
っ
て
新

し
い
主
人
の
も
と
に
送
ら
れ
て
い
っ
た
。

江
戸
時
代
に
は
、
外
ヶ
浜
へ
の
道
筋
は
「
奥
州
街

道
し
（
道
中
）
と
呼
ば
れ
、
江
戸
日
本
橋
ー
白
河
間
は
暮

府
が
支
配
す
る
が
、
そ
の
先
は
各
藩
が
管
理
し
た
。

慶
長
九
年
（
一
六

0
四
）
、
東
奥
の
駅
路
に
一
里
塚
を

築
く
よ
う
、
幕
府
は
命
じ
て
い
る
。
盛
岡
藩
は
三
戸
。

の

へ

じ

浅
水
・
五
＿
戸
＇
七
戸
を
経
て
野
辺
地
に
達
す
る
こ
の

道
を
「
大
道
筋
」
に
格
付
け
し
、
街
道
の
直
線
化
や

並
木
の
植
栽
に
力
を
入
れ
た
。
弘
前
藩
で
も
同
様
に

み

ん

ま

や

、

ム

青
森
か
ら
先
の
油
川
・
三
晒
間
の
道
筋
は
「
磯
辺
路
」

「
浜
道
」
に
格
付
け
さ
れ
て
い
た
が
、
江
戸
か
ら
三
厩

ま
で
が
奥
州
街
道
と
な
る
た
め
に
は
さ
ら
に
歳
月
が

必
要
だ
っ
た
。
奥
州
街
道
を
利
用
し
て
参
勤
交
代
を

し
た
大
名
は
多
い
が
、
全
区
間
を
通
っ
た
の
は
松
前

氏
だ
け
で
あ
り
、
当
初
は
野
辺
地
に
上
陸
し
て
江
戸

に
向
か
う
こ
と
が
多
か
っ
た
c

松
前
（
福
山
）
か
ら
津
軽
半
島

州
街
道
北
辺
の
整
備
と
炭
容

し
、
帰
路
は
三
厩
か
ら
乗
船
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

元
禄
―
一
年
二
六
九
八
）
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
r

奥
州
街
道
の
先
端
部
の
整
備
が
進
ん

た
こ
と
を
物
語
る
。

青
森
県
内
の
街
道
筋
は
人
口
が
少
な
く
、
宿
駅
間

の
距
離
も
長
か
っ
た
。
そ
の
上
悪
路
と
い
つ
条
件
が

加
わ
り
旅
人
は
苦
し
ん
だ
。
江
戸
ー
．
三
厩
間
を
「
旅

行
用
心
集
」
は
百
＇
丁
四
次
と
し
て
い
る
が
、
記
録
に

よ
り
宿
次
の
数
は
異
な
る
。
奥
州
街
道
の
高
山
。
蓑

ケ
坂
を
通
っ
た
人
は
松
前
藩
主
の
ほ
巧
盛
岡
藩
主

の
領
内
視
察
、
菅
江
真
澄
ゃ
伊
能
忠
敬
、
吉
田
松
陰
、

病
気
の
盛
岡
藩
主
に
下
北
半
島
か
ら
牛
乳
を
退
ぶ
飛

脚
、
恐
山
地
蔵
堂
へ
の
参
詣
者
、
飢
饉
の
年
に
食
べ

物
を
求
め
て
さ
ま
よ
う
農
民
、
北
方
警
備
に
向
か
う

武
士
、
明
治
天
皇
も
明
治
九
年
長
坂
を
上
ら
れ
た
。

街
道
筋
に
残
る
御
巡
幸
の
記
念
碑
は
、
道
筋
を
示
す

貴
重
な
遵
構
と
い
え
る
。
天
皇
の
御
巡
幸
を
機
に
奥

州
街
道
の
近
代
化
は
進
ん
だ
。
歴
史
の
遣
百
選
に
選

ば
れ
た
蓑
ケ
坂
、
長
坂
・
高
山
越
は
、
陸
羽
街
道
や

国
道
四
号
練
に
そ
の
役
割
を
賦
っ
た
の
で
あ
る
。

歴
史
の
道
百
選

蓑
ケ
長
汲
・
高
山
越
を
歩
く

そ
れ
で
は
歴
史
の
道
に

選
定
さ
れ
た
区
間
を
南
か
ら
歩
く
こ
と

に
し
た
い
。

翠
J9
べ
て
ば

m
裟
ケ
坂
と
寵
立
場
（
三
戸
町
）

釜
沢
（
二
戸
市
）
を
過
ぎ
小
沢
を
渡

る
と
蓑
ケ
坂
の
急
斜
面
が
待
ち
受
け
る
。

こ
こ
か

ら
の
馬
淵
川
の
眺
め
は
雄
大
で
、
旅
の

疲
れ
を
忘
れ
さ
せ
る
。
明
治
天
皇
御
巡

幸
の
配
念
碑
が
一
＿
基
並
ぶ
0

[

蓑
,
t
坂
の

通
行
は
十
分
な
準
備
が
必
要
]

121
甑
立
携
の
一
里
塚
（
三
戸
町
）

〈所在地〉
雷森県三戸君1J三戸町，南部問五戸町

江が

：喜
代町
の小

ぃ奥向
州字

に口悶
l ゚胃
ぇ 9

[ :南----=0 ―̀|日（41詈麦鸞讐胃i闊誓：胃支讐―t

□口言｀E[阜，9；□9［三：ロ
叫ど）坂 1!禾贔り虐塁隈：と＝゚ 雰り塁児t：冒、皇贄言贔

・一霊噂ロニ碑［： ： ： ： ： ： ： ； ： ： ［ ；長：： ： ： ［ ［ 
: 1 冨紗／ ・泰

浅水の一異塚

［ ：長：：・の一□□＇舘：痴 ん困

鉦立場の
一呈塚ー

＇ 蓑ヶ坂（—蹄立場・明；台天皇虞麟＇

県‘̀

に
上
陸

仁）

籠
立
場
か
ら
少
し
進
む
と
街
道
の
両

側
に
一
対
の
一
里
塚
（
県
史
跡
）
が
あ

｀
。
標
予
が
あ
り
、
見
落
と
す
こ
と
は

な
い
と
国
心
う
が
、
杉
木
立
の
中
だ
け
に

確
認
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
C

131
三
一
戸
市
街
と
三
戸
城
（
三
戸
町
）

…
…
（
選
定
外
地
域
）

旧
街
道
は
一
時
、
固
道
四
号
線
と
合

⑥
浅
水
か
ら
五
戸
へ
（
五
戸
町
）

地
蔵
坂
を
上
る
と
休
憩
施
設
の
十
峰

庵
が
あ
る
C

，
干
海
塚
を
右
下
に
昆
て
r

鞍
越
坂
を
越
え
鳥
内
清
水
で
の
ど
を
潤

し
、
鳥
内
坂
に
挑
む
c

上
部
に
は
惣
林

橋
の
一
呈
塚
が
一
対
二
基
残
存
す
る
。

明
治
天
皇
の
記
念
碑
を
過
ぎ
る
と
、
人

里
が
近
づ
い
て
く
る
。
ち
な
み
に
道
幅

は
三
・
六
メ
ー
ト
ル
、
二
間
幅
で
あ
る
。

う
つ
ざ
ざ
わ
む
•
E
·

槌
沢
村
へ
の
分
岐
煮
に
は
、
昭
和
天
皇

の
御
大
典
記
念
碑
が
あ
り
f
追
分
石
を

兼
ね
て
い
る
。

171
坂
の
町
五
戸

奥
州
街
道
は
ひ
よ
ど
り
坂
か
ら
五
戸

町
に
入
る
コ
ー
ス
と
、
専
念
寺
。
高
雲

寺
の
門
前
を
通
り
町
の
中
心
部
に
入
る

道
筋
が
あ
る
。
町
内
に
は
江
渡
家
住
宅

（
重
要
文
化
財
）
や
復
元
さ
れ
た
代
官

所
、
文
化
施
設
を
配
置
し
た
歴
史
み
ら

い
。
ハ
ー
ク
が
あ
る
。
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三
戸
南
部
氏
の
拠
点
で
、
主
郭
や
大
堀

な
ど
の
造
構
が
あ
る
。
城
域
に
あ
る
一
―
―

光
寺
に
は
南
部
信
直
夫
婦
墓
所
（
県
史

跡
）
、
南
部
利
匝
霊
屋
（
県
重
宝
〉
、
南

部
利
康
霊
屋
（
璽
要
文
化
財
）
な
ど
が

あ
る
。
現
在
、
聖
寿
寺
館
跡
は
発
掘
鯛

査
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

回
畏
坂
・
高
山
越（
南
部
町
，
＇
）
五
戸
町
）

近
世
の
奥
州
街
道
は
聖
寿
寺
館
跡
か

ら
北
に
進
み
、
陸
羽
街
道
に
合
流
す
る

が
、
や
が
て
東
に
入
り
宮
沢
村
跡
か
ら

長
坂
道
に
か
か
る
。
長
坂
の
途
中
に
は

一
里
塚
が
二
組
残
る
が
、
一
方
は
造
り

替
え
に
よ
る
残
存
と
考
え
ら
れ
る
。
長

坂
の
上
部
に
は
高
山
の
籠
立
場
が
あ
り
、

明
治
天
皇
の
記
念
碑
と
展
望
台
が
あ
る
。

浅
水
に
近
づ
く
と
、
浅
水
の
一
里
塚
が

二
組
、
片
側
だ
け
残
っ
て
い
る
。
洩
水

は
宿
駅
で
、
陸
羽
街
道
と
再
会
す
る
。
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屠
よ
の
道

い
に
し
え
を
た
ビ
る

〈所在地〉

秋田票大舘市下Ill沿・大館・釈迦内・矢立地区
（交通〉

JR奥羽本線下川沿駅・大館駅・白沢駅 c陸場駅

〈周辺の観光地，文化財〉

国指定天然記念物比内鶉，声良鶏秋田県指定天然記念

物金八荊（通称秋田三賜）保存会／国指定天然記念物秋

田犬保存会惹物室／国指定重要文化財大舘八幡神社神殿

二棟／国指定天然記念物芝谷地湿原櫃物群落，／国指定天

然記念物長走風穴高山櫂物群落，9＇秋田県指定史跡矢立廃

寺跡／秋田票指定書跡菅江真澄著作（大館市

立中央図書館） ／大舘郷土窟物館／大舘樹湖

ドーム（木造構築ドーム世界ーを誇る） ／大

舘湿泉郷（大舘市内各所に入浴休憩温泉施殷

釈
迦
内
か
ら
橋
桁
間
こ
憚
桁
野
を
通
る
羽
州
街
道

州街道 矢立峠越――

屹
立
し
、
下
内
川

を
歩
行
渡
り
し
な

け
れ
ば
先
へ
は
進

め
な
い
。

津
経
領
境
矢
立
杉
付
近
の
羊
腸
の
小
径

ガある） ／矢立湿泉郷（矢立峠鹿辺に、巳景湿泉・矢立

温泉・矢立！＼イツの宿泊湿泉施設ガある）

〈カイド〉

1時間1.000円で観光案内人制度あり。ただし、希望日の
1還間前までに大莞市観光協会（四0186-42-4360)へ申
し込むこと。

I - --,  

I o古i11古松軒環遊雑記↓天0月8年 (1788)
I ゚高山彦九郎『北行日記ょ寛政2年 (1790)
0人見蕉雨『秋の田草a寛政9年 (1797)
[ 0船遊亭船橋項のしおり』天保13~14年 (1843~44)
} 〇吉田松陰＇・東北遊曰記ょ嘉宗 5年 (1852)
L0イサベラバーに『巳本奥地紀行』明治11年 (1378)! 
•惰籾珈l街道について記した雹籍（近世朗を中心に）一一

館
城
下
の
羽
州
街
道

大
館
城
は
、
幕
府
の
i
国
一
城
令
に
よ

し
ろ
は
き
や
（

る
城
破
却
を
ま
ぬ
が
れ
、
南
部
，
津
軽
両
境
を
お
さ

え
る
久
保
田
藩
領
北
域
の
鎮
護
と
し
て
幕
末
ま
で
存

続
し
た
。
そ
の
支
配
地
は
、
佐
竹
一
族
で
初
代
の
大

お

ば

よ

し

な

り

よ

し

の

ぶ

館
城
代
で
あ
る
小
場
義
成
が
、
藩
主
佐
竹
義
宣
よ
り

「
小
繋
よ
り
上
は
勝
手
た
る
べ
し
」
と
、
米
代
川
中
流

域
の
狭
陰
地
、
小
繋
か
ら
以
東
上
流
域
の
比
内
（
古

代
か
ら
の
米
代
川
中
流
域
の
呼
称
）
地
方
支
配
を
五

よ
し
ふ
さ

千
石
格
で
認
め
ら
れ
、
三
代
義
房
の
代
に
「
佐
竹
」

を
名
乗
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
以
後
、
「
佐
竹
西
家
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

大
館
城
支
配
地
を
通
る
羽
州
街
道
は
、
米
代
川
沿

い
に
東
進
し
、
そ
の
ル
ー
ト
の
大
概
は
現
国
道
七
号

線
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
小
繋
か
ら
隈
巣
盆
地
北

縁
を
東
進
し
、
米
代
川
狭
溢
地
の
早
口
地
内
、
長
坂

＼
坂
地
ー
出
ロ
ー
早
口

1
赤
沼

1
岩
瀬
の
米
代
J
l
i
北

岸
の
集
落
を
経
て
大
館
盆
地
に
入
る
。

宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
の
『
小
嬰
村
よ
り
矢
立

峠
ま
で
街
道
村
、
々
丁
場
間
数
橋
小
橋
共
蟹
留
帳
』
（
大

館
市
史
第
二
巻
、
以
下
『
宝
暦
記
録
』
と
略
記
）
と

い
う
記
録
が
あ
る
。
幕
府
巡
見
使
通
行
に
除
し
て
の
、

街
道
の
維
持
や
普
請
に
か
か
わ
る
記
録
と
考
え
ら
れ
、

道
路
や
沢
川
に
架
け
る
橋
、
田
水
に
架
け
る
小
橋
を

周
辺
各
村
に
割
り
当
て
て
い
る
。
藩
の
財
政
を
圧
迫

し
、
割
り
当
て
ら
れ
た
村
や
村
人
に
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
『
宝
暦
記
録
』
に
沿
い
な
が
ら
、
大
館
城
下

か
ら
矢
立
峠
ま
で
の
羽
州
街
道
を
少
し
細
や
か
に
た

ど
っ
て
見
て
み
よ
う
。

州
街
道
を
ゆ
く

岩
瀬
集
落
に
は
、
元
緑

年
間
に
伊
勢
か
ら
移
住
し
長
慶
金
山
を

は
じ
め
多
く
の
鉱
山
経
営
を
手
が
け
、

遠
翰
・
商
業
で
巨
万
の
冨
を
得
、
豪
商

の
名
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
松
坂
屋
・

記
録
』
に
は
「
武
助
手
舟
仁
而
御
用
し

と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
岩
瀬
か
ら

は
米
代
川
を
渡
っ
て
二
井
田
＼
扇
田

じ

ゅ

う

に

し

ょ

か

づ

C

ー
十
二
所
そ
し
て
南
部
領
鹿
角
へ
通

じ
る
脇
街
追
で
あ
る
「
鹿
角
街
道
」
が

分
岐
し
て
い
て
、
『
宝
暦
記
録
』
に
は
「
十

二
所
街
道
」
と
記
さ
九
て
い
る
C

岩
瀬
か
ら
さ
ら
に
東
進
し
て
山
田

w

を
越
え
る
と
、
中
世
文
書
に
「
山
田
河

ロ
」
村
と
記
さ
れ
て
い
る
川
口
集
落
に

入
る
。
『
宝
暦
記
録
』
に
は
「
家
数
五
拾

弐
軒
御
宿
屋
五
軒
相
貝
得
候
」
と

あ
る
。川
口
か
ら
立
花
集
落
r

広
大
な

っ
す
ぐ
突

っ
切
り
片
山
集
落
に
至
り
、
そ
こ
か
ら

『
'
し
さ
か

南
に
折
れ
御
坂
を
通
り
大
舘
町
の
西
端
、

町
人
町
の
鎮
守
で
あ
る
大
館
神
明
社
前

に
至
る
。
神
明

4

仕
前
か
ら
東
に

向
か
い
城
下
の

足
軽
町
（
現
常

磐
木
町
）
に
入

る
が
，
神
明
社

前
に
は
南
西
方

へ
向
か
う
別
の

道
が
あ
る
。
こ

明
治

三
一
年
に
奥
羽
本
線
が
敷
設
さ
れ
る
ま

で
、
船
場
は
米
代
川
舟
運
で
の
物
資
輸

送
に
お
け
る
大
館
の
玄
関
口
で
あ
っ
た
。

足
経
町
か
ら
椀
下
町
に
入
っ
た
別
州

街
道
は
五

0
0
m
麻
ど
東
進
し
、
北
に

へ
、
田
町

を
抜
け
る
。
大
館
城
と
内
町
は
街
道
東

側
の
高
台
に
あ
っ
て
街
道
か
ら
は
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
縄
張
り
が
な
さ
れ
て

り
街
道
あ
し
く
罷
成
候
」
と
み
え
る
e

い

た

こ

い

し

き

ん

じ

ん

じ

ゃ

や
か
て
板
子
右
集
落
山
神
社
前
を
『

み

だ

れ

が

お

し

ゃ

か

な

過
、
乱
川
東
岸
に
沿
っ
て
進
み
釈
迦
[

神
明
社
前
で
乱
川
を
渡
り
釈
迦
内
集
落

に
入
る
。
こ
こ
に
は
北
条
時
頼
の
廻
固

じ
っ
そ
う
じ

伝
説
が
伝
わ
り
r

街
道
脇
の
実
相
寺
境

内
に
あ
る
初
七
日
山
釈
迦
堂
に
安
置
さ

れ
て
い
る
釈
迦
倫
は
、
時
願
が
廻
国
の

際
に
奉
納
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
、
釈

迦
内
の
地
名
も
こ
の
伝
承
に
よ
っ
て
い

る
。
『
宝
麿
記
録
』
で
は
釈
迦
内
に
つ
い

て
「
家
数
百
拾
野
御
宿
屋
六
軒
L

と

記
し
て
い
る
。

釈
迦
内
を
過
ぎ
る
と
尚
道
は
、
矢
立

し
も
な
い
が
わ

峠
か
ら
南
流
す
る
下
内
川
に
沿
い
北
上

し

ば

ゃ

ち

す
る
c

回
指
定
天
然
記
念
物
「
芝
谷
地

涅
原
植
物
群
落
」
の
西
側
を
通
る
が
、

『
宝
麿
記
録
』
に
は
「
柴
谷
地
よ
り
出
水

に
し
げ
た

有
」
と
あ
る
。
橋
桁
集
落
の
北
端
に
は

下
内
川
を
挟
ん
で

が
津
軽
公
の
行
列

を
襲
お
う
と
し
た

の
が
、
こ
の
難
所

を
眼
前
に
す
る
岩

い
る
。
大
館
城
の
鬼

99'J
レ

門
に
あ
た
る
艮
の
方
す
な
わ
ち
城
下
北

東
端
に
は
大
館
八
幡
神
社
が
座
す
c

八

幡
神
社
の
本
宮
，
若
宮
二
棟
の
社
殿
は
、

桃
山
期
の
遠
風
を
そ
な
え
た
江
戸
初
期

の
神
社
建
築
と
し
て
、
平
成
二
年
に
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

長
木
川
を
徒
歩
渡
り
し
て
育
浦
の
田

圃
の
中
を
街
道
は
北
上
、
『
宝
暦
記
録
』

に
は
「
地
く
ほ
っ
て
左
右
関
よ
り
水
上

抜

r

"

ー
わ
れ
て
い
る
。

し
ら
さ
わ

岩
抜
の
難
所
を
過
ぎ
る
と
白
沢
集
落

に
至
る
。
ょ
宝
暦
記
録
』
に
は
「
家
数
六

＿
―
-
軒
御
宿
屋
御
本
陣
有
」
と
あ
る
。

白
沢
か
ら
先
は
下
内
川
の
台
間
に
入
り
、

下
内
I
i
i
や
そ
の
支
流
の
沢
水
を
渡
る
行

程
が
矢
立
峠
ま
で
続
く
。

て
ら

江
戸
初
期
に
番
所
が
置
か
れ
た
寺
ノ

さ

わ

お

が

み

や

ま

め

が

み

や

4
ぷ

沢
集
落
を
経
て
へ
．
男
神
山
・
女
神
山
の

秀
麗
な
山
容
を
左
手
に
見
な
が
ら
北
上

す
る
。
男
神
女
神
の
北
麓
に
古
代
末
か

ら
南
北
朝
期
の
伝
承
を
有
す
る
秋
田
県

ゃ
4

へ
て
は
い
じ
あ
と

指
定
史
跡
「
矢
立
廃
寺
跡
」
が
あ
る
。

（
一
六
三
l

)

に
関
所
が
置
か

ば
し
り
走
集
落
に
至
る
。
集
落
を
過
ぎ
る
と
街

道
右
手
に
国
指
定
天
然
記
念
物
「
長
走

風
穴
高
山
植
物
群
落
」
が
あ
る
。
国
見

山
の
麓
、
街
道
脇
か
ら
吹
き
出
す
冷
風

は
旅
人
に
不
気
味
さ
を
与
え
、
地
元
で

は
「
ば
け
も
の
屋
敷
」
と
呼
ん
で
き
た
。

た

t

ざ

長
走
風
穴
を
過
ぎ
、
台
地
下
の
田
茂
木

至
る
。
『
宝
暦
記
録
』
に
は
「
家
数
七
軒
L

と
あ
る
C

こ
の
先
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
難
儀
な

行
程
で
、
下
内
川
と
支
流
の
沢
水
を
何

度
も
渡
り
な
が
ら
さ
か
の
ぼ
り
、
矢
立

湿
泉
付
近
か
ら
山
中
へ
入
り
、
羊
腸
の

小
径
を
踏
み
分
け
て
津
軽
藩
領
境
の
矢

立
杉
に
至
る
。

:
a
a
a
:
・
:
・
:
涵

e・::宮
・:・:0日
：
（
大
館
郷
土
博
物
舘
学
芸
係
畏

板
橋
範
芳
）
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い
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橋桁集落北方：岩抜山（右手）と筑紫森（左奥）間の羽州街道（現国遣7号線）
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凧
史
の
道

い
に
し
ぷ
し
を
た
ど

《河津町／二本杉歩道(|日天城峠）ハイキングロ
（交通〉 〈天城ミニガイド）

河津駅力らバス1彦善寺駅行で35分、 伊豆半島は三方を珈こ囲まれ、特

登尾下車。 iこ迂岸地帯は濡暖な気候であるが、

〈周辺のみところ〉 天城では各には池や滝が凍り、霰氷

伊豆の踊子文学碑バフサピ田／酒 も貝られる。天城山の雨羅は年間

浬七滝）レープ橋／宗太郎園地／いの 3.000ミリを越え、日本の中でも多雨
しし村／浄建の滝／八丁池／川端康 地域といえる。天候が安定している

成文学碑／万二郎岳／万三郎岳／し のは4• 5月と10月力ら即こ力.けて。
らぬたの池／伊豆／や（オパーワ／観

音山石仏群

なお付近には多数の渥泉がある。

| 

田街道一—天城越

[- ---

騒酒津の観光や宿の圏い合わせ

については、河滓町観光協会

口合0558-32-0290、0323）へc

ー］

I 

- - - ----1 

ヤン 河津七滝へ河津
ン プ (6頁参酌 下田へ
プ埠 0 50加 9 km 
場 、 1, 9 9,  L ,  
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宗
太
郎
林
道

術
道
ー
天
城
越
え
の
歴
史

い
に
し
え

ー
、
古
の
天
城
越
え

下
田
街
道
の
も
と
も
と
の
天
城
越
え
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
研
究
者
に
よ
れ
ば
、
古

峠
を
通
る
道
と
し
て
い
る
。
こ
の
道
は
現
在
の
新
天

城
ト
ン
ネ
ル
と
二
本
杉
峠
の
中
間
に
位
置
し
て
い
る
。

こ
の
ル
ー
ト
で
は
、
標
高
九

0
0
m
以
上
の
山
を
二

つ
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
可
全
長
は
約
六
里
と
な
る
。

ま
た
こ
の
道
は
、
河
津
側
か
ら
の
天
城
越
え
に
は
近

道
だ
が
、
急
す
ぎ
る
道
で
あ
る
た
め
利
用
さ
れ
た
期

間
は
短
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
現
在
「
古
峠
L

の
標

識
は
立
っ
て
い
る
が
、
河
津
側
の
道
は
わ
か
ら
な
い
。

2
、
近
世
の
天
城
越
え

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
＝
一
月
、
老
中
松
平
定
信

か
い
ぼ
う
け
ん
ぷ
，
～

は
海
防
昆
分
の
た
め
伊
豆
を
防
れ
て
い
る
（
『
宇
下
人

言
』
）
。
ま
た
老
中
に
同
行
し
た
谷
文
晃
は
『
公
余
探

し
ょ
う
ヂ

勝
図
』
を
描
い
て
い
る
。
こ
れ
は
当
時
の
伊
豆
を
知

る
重
要
な
絵
画
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

当
時
、
少
し
の
雨
で
も
「
小
河
同
様
に
な
る
」
と

言
わ
れ
た
天
城
越
え
の
道
は
、
道
や
橋
の
保
持
は
極

め
て
困
難
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
新
道
が
建
設
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
ル
ー
ト
は
湯
ヶ
島
側
よ
り
二
本
杉
峠

を
越
え
河
津
側
に
出
る
道
で
r

文
化
一

0
年
(
-
八

二
二
）
か
ら
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
ま
で
か
か
っ

て
完
成
し
た
。
こ
こ
ま
で
時
間
が
か
か
っ
た
理
由
の

ご
よ
う
り
ん

ひ
と
つ
け
ぺ
徳
川
幕
府
の
御
用
林
で
あ
っ
た
た
め
に

木
一
本
を
切
る
こ
と
も
散
し
く
禁
じ
ら
れ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。

3
、
幕
末
の
天
城
越
え

安
政
元
年
（
一
八
百
四
）
、
日
米
和
親
条
約
が
締
結

さ
れ
て
下
田
が
開
港
さ
れ
た
。
そ
の
前
後
で
は
幕
府

か

ん

竺

ぎ

ぷ

ざ

苓

・

う

ら

が

ひ

ん

ぽ

ん

勘
定
奉
行
や
浦
賀
奉
行
が
伊
豆
を
頻
繁
に
訪
れ
て

い
る
。
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
密
航
が
失
敗
し
て
r

捕
え
ら

よ

し

だ

し

ょ

う

い

ん

か

ね

こ

じ

ゃ

う

す

け

と

う

ま

る

か

ご

れ
た
吉
田
松
陰
と
金
子
重
輔
が
唐
丸
籠
に
乗
せ
ら

れ
天
城
越
え
を
し
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
は
日
米
修
好
通
商
条

約
を
結
ぶ
必
要
性
か
ら
、
初
代
ア
メ
リ
カ
総
領
事
の

ハ
リ
ス
が
江
戸
に
向
か
う
た
め
に
天
城
越
え
を
行
っ

じ
げ
ん
い
ん

て
い
る
。
こ
の
と
き
ハ
リ
ス
は
梨
本
の
慈
眠
院
に
一

泊
し
て
い
る
。

幕
末
の
下
田
街
道
は
表
面
的
に
は
盛
況
と
活
気
を

た

び

か

さ

す

け

ご

う

や

・

＼

呈
し
て
い
た
が
、
度
重
な
る
要
人
の
往
来
は
助
郷
役

『
歴
史
の
道
百
選
』
に
選

ば
れ
た
区
間
を
南
か
ら
歩
い
て
い
き
た

一
~
〇
ー山
小
鍋
か
ら
梨
本
（
河
津
町
）
ま
て

「
小
鍋
」
と
い
う
地
名
は
、
そ
の
昔

源
頼
朝
が
河
津
を
訪
れ
た
と
き
、
炊
事

の
道
具
を
周
辺
の
村
々
か
ら
集
め
た
際
、

こ
の
地
区
が
小
さ
な
鍋
を
持
っ
て
き
た

の
で
こ
の
地
名
が
つ
い
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
区
間
は
石
造
物
が
多
く

残
っ
て
お
り
、
近
世
の
街
道
筋
の
雰
囲

も
悪
く
は
な
い
。
梨
本
に
出
る
と
東
洋

一
の
ル
ー
プ
橋
が
壮
大
な
姿
で
迎
え
て

く
れ
る
。

5

宗
太
郎
林
道
（
河
津
町
）
か
ら
二

本
杉
峠
（
天
城
湯
ヶ
島
町
）
ま
で

宗
太
郎
林
道
は
江
戸
時
代
か
ら
行
わ

み
さ
「
ぶ
’
)
よ
く
さ
い

れ
て
い
た
冥
加
植
栽
（
お
礼
杉
）
の
名

残
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
ル
ー
ト
は
宗
太

郎
園
地
へ
と
続
き
、
樹
齢
数
百
年
の
見

事
な
杉
林
の
な
か
を
歩
く
こ
と
と
な
る
。

宗
太
郎
園
地
か
ら
道
を
左
に
行
き
r

――

の
増
大
に
つ
な
が
り
r

当
時
の
各
村
に
多
大
の
出
費

を
強
い
る
結
果
と
な
っ
た
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）

に
な
っ
て
も
「
未
夕
済
方
難
出
来
、
，
年
々
利
済
モ
届

兼
、
難
渋
仕
詰
居
候
L

(

『
助
郷
御
組
替
二
付
取
調
書

上
帳
』
梨
本
文
書
）
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。

4
J
'
近
。
現
代
の
天
城
越
え

明
治
三
八
年
（
一
九

0
五
）
、
石
造
り
全
長
四
四
六

m
j
．
幅
四
。
二

m
の
天
城
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
よ
っ

て
下
田
街
道
は
車
で
も
通
れ
る
道
と
な
っ
た
。
こ
れ

に
よ
り
難
所
で
あ
っ
た
天
城
越
え
は
解
消
さ
れ
た
。

ま
た
、
大
正
一
三
年
(
-
九
二
四
）
の
バ
ス
の
開
通

に
よ
り
大
型
輸
送
が
可
能
と
な
っ
た
。
昭
和
四
五
年

（
一
九
七
0

)

に
r

こ
の
卜
／
．
ネ
ル
か
ら
七
八

m
下
に

新
天
城
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
、
現
在
、
旧
天
城
ト
ン

ネ
ル
は
ハ
イ
キ
ン
グ
等
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

気
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
石
造
物
は
庶

だ
い
に
＇
つ
に
よ
ら

2
．

ぃ
r
し

民
の
信
仰
を
表
し
た
大
日
如
来
•
石
の

ほ
こ
ら
ほ
う
さ
ょ
う
い
・
ん
と
う

祠
や
宝
筐
印
塔
・
道
櫂
な
ど
が
あ
る
。

そ

カ

宝
筐
印
塔
の
な
か
に
は
、
蓄
我
物
語
で

（

ど

う

す

け

つ

ね

み

知
ら
汎
た
工
藤
祐
経
の
祖
母
て
あ
る
水

く
さ草
の
墓
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ

る^
3

道
は
綬
や
か
な
上
り
道
で
、
舗
装
が

な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
歩
く
の
に

困
る
こ
と
は
な
い
。
近
く
に
見
走
る
河

津
川
の
流
れ
や
せ
せ
ら
ぎ
を
楽
し
む
の

本
杉
峠
へ
と
向
か
う
。
こ
の
区
間
の
道

は
沢
の
近
く
に
あ
る
た
め
、
か
な
り
荒

れ
て
い
る
。
―
一
本
杉
峠
周
辺
は
よ
く
整

慨
さ
れ
て
い
て
休
憩
小
屋
や
標
識
も
建

っ
て
い
る
。
こ
こ
が
天
城
湯
ヶ
島
町
と

河
津
町
と
の
境
界
と
な
っ
て
お
り
、
標

高
は
約
八
三

0
m
あ
る
。
昔
の
絵
図
で

こ
こ
は
天
城
峠
と
響
か
れ
て
い
る
が
、

二
本
の
大
き
な
杉
が
峠
に
あ
る
こ
と
か

ら
こ
の
名
前
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
C

現
在
、
河
津
町
に
よ
っ
て
ハ
イ
キ
シ

グ
コ
ー
ス
と
し
て
の
整
備
が
行
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
年
に
一
度
『
踊
り
子
ツ
ー

デ
ー
マ
ー
チ
』
が
開
催
さ
れ
r

天
城
の

旧
道
を
ハ
イ
キ
ン
グ
し
な
が
ら
昔
を
し

の
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
は
標
誡
の
拡
充
や
、
調
査

等
に
よ
っ
て
昔
の
状
態
に
よ
り
近
い
街

道
整
怖
が
必
要
に
な
っ
て
い
く
と
考
え

て
い
る
。

:

C

『Ja
S
S
団

¢

'

:

・

:

・

:

:

a

:

s

"

:

"

9

B

a

a

目
：
（
河
津
町
教
育
委
員
会

小
野
英
樹
）

ハ
リ
ス
が
泊
ま
っ
た
慈
眼
院
（
河
津
町
梨
本
）

田
術
道
ー
天
城
越
え
も
ゆ
く

の九
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の
いにl たビる 一

と
き
の
り
き

文
献
や
『
時
範
記
』

い

な

ば

や
山
陽
と
、
因
幡
地
方
を
結
ぶ
王

さ

卜

6
4

つ

県
佐
用
に
通
じ
る
こ
の
往
来
は
、

国
道
―
二
七
―
―
一
号
線
に
交
錯
し
な
が
ら
―

ー
ト
は
鉄
道
智
頭
急
行
が
通
り
、

で
、
再
び
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。



屠
よ
の
道

い
に
し
支
疋
を
た
ビ

2ぅ

信所在地》 罵取票八頭郡智頭1f!J大字市瀬力ら大字閣帰と岡山康

英田君5西粟倉村坂根までの問
《交遅案内》 智頭宿の町並みまではJR因美線智頭駅、智頭急
行智頭駅から0.5km、篠プホキまで4km、篠坂から毛谷までは
2. 3 km。中原岡ノ鼻五輯唇観音堂までは智頭急行山郷信Rカ
ら0.1~0.2km、魚ノ棚力ら副ヶ瀧まては2、3km、志戸坂峠ま
で5km。坂根までは智頭急行あわくら温泉駅力ら 2km、志戸坂
峠まで3畑。
《周辺にある文化財・観光地》 国宝絹本著色晋賢菩薩像他置文

の仏振を有可る豊乗寺（新見） ／票指定天然記念物豊乗寺の大

杉1~3号／登録有形文化財「石谷家J（智頭宿内）／国定公園
「氷ノ山・後山・那岐山Jのうち芦津渓・八酒谷杉ノ木村／あわ

くら濡泉（岡山果西粟倉村）
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国
司
が
辻
任
し
た
道

は

り

ま

の

く

に

ふ

ど

さ

ほ

う

さ

か

『

播

磨

国

風

土

記

』

は

、

伯

音

の

加

ぐ

ろ

お

お

ゆ

こ

お

ご

具

漏

と

因

幡

の

邑

由

湖

の

二

人

が

大

い

に

騎

り

、

節

さ

い

の

む

ら

じ

さ

よ

度

が

な

い

の

を

知

っ

た

仁

徳

天

皇

が

、

狭

井

連

佐

夜

を

使

わ

し

て

二

人

を

召

し

だ

す

そ

の

途

中

、

佐

夜

が

彼

等

を

水

中

に

漬

け

た

と

こ

ろ

が

「

美

加

都

岐

原

」

と

い

う

説

話

を

伝

え

て

い

る

。

美

加

都

岐

原

は

現

在

の

兵

庫

県

佐

用

郡

三

日

月

と

比

定

さ

れ

て

い

て

、

古

代

か

ら

因

幡

地

方

と

大

和

方

面

へ

の

ル

ー

ト

で

あ

っ

た

こ

と

が

う

か

が

え

る

。『

日

本

後

紀

』

で

は

、

大

同

一

ー

一

年

（

八

0
八

）

六

や

か

み

ご

お

り

ま

く

な

む

え

き

ち

づ

月

二

十

一

日

条

に

「

因

幡

回

八

上

郡

莫

男

駅

と

智

頭

芸

2"‘

ー
が
ち
浜
た
え
き

郡

の

道

俣

駅

の

駅

馬

を

各

々

二

匹

削

減

し

た

，

」

と

配

録

さ

れ

て

い

る

。

奈

良

時

代

に

は

日

本

海

沿

岸

側

の

山

陰

道

が

正

式

な

交

通

路

で

あ

っ

た

炉

r

平

安

時

代

の

日

記

・

紀

行

文

を

見

る

と

、

山

陰

地

方

と

都

と

の

任

反

は

陰

陽

山

越

え

の

道

と

r

山

陽

道

の

組

合

わ

せ

炉

ほ

と

ん

ど

で

あ

り

、

山

陰

道

は

あ

ま

り

利

用

さ

れ

な

か

っ

た

と

推

測

さ

れ

る

。

し

た

が

っ

て

、

近

世

の

智

頭

往

来

に

あ

た

る

道

は

f

奈

艮

e
平

安

時

代

に

お

い

て

も

因

幡

と

京

を

結

ぶ

、

芯

イ

ン

ル

ー

ト

で

あ

り

続

し
ょ
う
と
く

け

た

で

あ

ろ

う

。

さ

て

r
平

安

時

代

の

承

徳

三

年

（

一

0九
九

）

二

月

に

こ

の

ル

ー

ト

を

通

り

、

志

戸

坂

峠

一
｛
い
ら
の

を

越

え

て

、

因

幡

国

司

と

し

て

赴

任

し

た

人

物

に

平

時

範

が

い

る

。

彼

は

任

国

の

因

幡

に

赴

き

、

三

月

ま

て

因

幡

国

府

に

滞

在

し

て

い

る

。

そ

の

頃

の

日

記

が

残

さ

れ

て

い

て

『

時

範

記

』

と

呼

ば

れ

る

。

そ

れ

に

，
 

・

歴

史

の

道

r智頭
往

来

」

の

起

点

、

，
 

臼

ホ

キ

道

の

安

全

を

祈

っ

た

落

ヶ

ホ

．
 

滋

キ

の

石

地

蔵

よ

る

と

、

二

月

九

日

に

京

を

出

発

し

た

時

範

は

、

山

さ
か
ね

陽

道

を

経

て

一

四

日

に

美

作

国

境

根

（

西

粟

倉

村

坂

根

）

に

到

着

し

た

。

翌

早

朝

雨

雪

（

霙

）

の

な

か

を

し
し
ど
の
み
さ
か

出

発

し

、

卯

刻

（

午

前

六

時

頃

）

に

鹿

跡

御

坂

（

志

戸

坂

峠

）

で

「

境

迎

え

」

の

儀

式

を

行

い

回

入

り

し

て

い

る

。

近

世

に

な

っ

て

鳥

取

藩

は

江

戸

蓉

府

に

倣

て
ん

い

、

寛

永

九

年

（

ニ

ハ

一

―

―

―

-

)

に

宿

駅

を

定

め

、

伝

中
5

馬

を

備

え

て

智

頭

往

来

を

重

要

視

し

た

。

そ

れ

は

智

頭

往

来

が

上

方

へ

の

主

街

道

で

あ

っ

た

だ

け

で

は

な

く

、

こ

の

道

が

参

勤

交

代

の

道

で

あ

っ

た

か

ら

で

あ

る

。

初

代

藩

主

池

田

光

仲

が

、

慶

安

元

年

（

一

六

四

八

）

に

最

初

の

正

式

な

入

国

以

来

、

―

二

代

藩

主

池

よ
し
の
り

田

慶

徳

の

文

久

二

年

（

一

八

六

二

）

ま

で

の

ニ

―

四

年

間

に

一

七

八

回

控

復

し

て

い

る

。

参

勤

交

代

は

智

頭

往

来

を

二

曰

で

駆

け

た

。

鳥

取

を

出

発

し

、

千

代

ち

づ

し

ゅ

く

こ

ま

が

・-C,

川

に

沿

っ

て

遡

り

智

頭

宿

で

一

泊

、

翌

日

駒

帰

。

志

戸

坂

峠

を

越

え

、

小

原

（

大

原

）

経

由

で

平

福

（

兵

鳥

取

市

か

ら

匡

道

五

三

号

線

を

南

に

一

―

i

O
k
mの
用

瀕

町

と

智

頭

町

と

の

境

は

、

山

峡

の

険

し

い

地

膨

て

「

篠

ヶ

ホ

キ

L

と

呼

ば

れ

る

c
明

治

]

六

年

以

前

は

山

腹

を

廻

る

危

険

な

適

が

智

頭

往

来

で

あ

っ

た

。

ト

ン

ネ

ル

入

口

脇

の

道

端

に

、

宝

暦

五

年

（

一

七

五

五

）

―

一

月

の

銘

が

あ

る

一

一

体

の

石

地

蔵

が

祀

ら

れ

て

い

る

。

こ

こ

か

ら

智

頭

①

ホ

キ

＼

市

瀬
享

保

六

年

（

一

七

二

こ

の

g
?̀
5̀．
マ

か

，

ど

う

こ

ハ

ア

ハ

グ

上

京

甑

道

記

』

は

こ

こ

を

「

甚

東

海

道

処

々

ノ

難

所

ト

イ

エ

ト

モ

、

カ

カ

ル

危

険

ナ

処

ナ

‘

、

こ

と

語

っ

て

い

る

。

せ
き
や

②

関

屋

。

智

頭

宿

関

屋

は

戦

国

時

代

の

番

所

跡

、

智

頭

宿

の

町

並

み

は

往

時

の

景

観

を

伝

え

て

い

る

。

し
の
さ
か

⑤

篠

坂

周

辺

＼

タ

ワ

ン

堂

集

落

上

の

山

裾

に

古

道

が

残

り

、

地

蔵

な

ど

が

往

来

の

歴

史

を

伝

え

る

。

④

中

原

岡

ノ

鼻

五

輪

塔

＼

観

音

棠

庫

県

佐

用

町

）

が

置

言

釆

と

備

前

街

道

の

分

岐

点

辺

り

の

智

頭

宿

次
の
宿
で
あ
っ
た
。

□

ミ

r
'隠
＇
•
｀

こ

の

よ

う

に

近

世

/

こ

]

-

:

沿

ヽ
3

ま

で

は

上

方

へ

の

．

ど

ぐ

口

t

]

メ

イ

ン

ル

ー

ト

の

位

置

を

保

ち

続

け

．

，ノ

て

き

た

叩

、

明

治

多

、

r

き
•
寄5
.
?
]
聾

□い□[[
口

‘

‘

蛉

ロロ

□尋
譴
’
{
・

的

に

近

い

若

桜

の

・

ペ

｀

”

，

'

.

9

i.

戸
倉
越
え
の
道
を
！

□]
｀
疇
虞
疇

[
5
[

[

重

視

し

は

じ

め

た

。

さ

ら

に

r

．

大

正

か

ら

昭

和

の

初

期

に

か

け

て

国

鉄

因

美

線

の

開

設

も

加

わ

り

、

智

頭

往

来

は

次

第

に

重

要

性

を

低

下

さ

せ

て

い

っ

た

。

往

来

の

古

道

は

姿

を

見

せ

る

。

「

歴

史

の

道

百

選

」

に

選

定

さ

れ

た

智

頭

往

来

は

こ

れ

よ

り

始

ま

り

、

御

立

山

（

藩

領

）

し
だ
の
せ

の

中

腹

の

ホ

キ

道

を

巡

っ

て

市

瀬

祭

落

の

茶

屋

士

居

に

降

り

、

千

代

几

沿

い

に

上

流

を

め

ざ

し

て

遡

る

°

宿

場

で

あ

っ

た

智

頭

の

町

中

を

通

っ

て

芦

琴

（

叫

鯛

．

叩

叩

地

区

）

を

上

り

r

最

奥

の

村

a
駒

帰

を

過

ぎ

る

と

志

戸

坂

⑤

榛

見

。

魚

ノ

棚

ー

副

戸

攀

俗

に

「

魚

ノ

棚

L
と

呼

び

、

『

海

道

記

』

は

「

此

処

二

絶

景

ア

リ

一

と

賞

賛

す

る

そ
う

渓

流

が

あ

る

ウ

ま

た

、

副

山

と

副

ヶ

瀧

は

因

幡

の

名

所

の

一

っ

と

伝

え

ら

れ

、

古

歌

も

残

る

。

⑤

駒

帰

・

志

戸

坂

峠

ー

坂

根

こ

の

六

ヶ

所

は

そ

れ

ぞ

れ

の

特

徴

が

あ

り

、

周

辺

の

風

景

が

見

ど

こ

ろ

で

あ

る

。

わ

け

て

も

志

戸

坂

峠

道

は

圧

巻

だ

。

杉

゜

棺

林

の

立

木

の

中

の

坂

道

を

延

‘

々

、

と

約

ニ

・

五

km、標
高

石

八

五

mの
峠

頂

上

の

風

景

も

す

は

ら

し

い

。

訪

れ

た

歴

史

研

究

者

は

一

様

に

「

歴

史

も

古

く

す

ば

ら

し

い

峠

だ

L
と

賞

贅

す

る

。

散

策

の

峠

道

で

あ

る

。

篠

ァ

ホ

キ

の

起

点

か

ら

志

戸

坂

峠

ま

で

約

二

0
k
m、峠
の

頂

上

か

ら

下

っ

て

岡

山

県

西

粟

倉

村

坂

根

ま

て

約

―

km、歴
史

の

道

の

選

定

区

間

は

全

長

ニ

―

kmで
あ

る

。

だ

蛉

、

ニ

―

km全部
が

往

来

の

古

這

で

は

な

く

、

国

道

や

町

道

に

併

合

さ

れ

形

を

変

え

た

部

分

も

多

い

°

そ

れ

で

も

次

の

六

ヶ

所

に

昔

な

が

ら

の

古

道

が

残

っ

て

お

り

、

往

来

の

面

影

を

偲

ぶ

こ

と

が

で

き

る

。

会

で

歩

い

た

町

民

か

ら

は

「

私

た

ち

の

町

に

、

こ

ん

な

に

た

く

さ

ん

歴

史

の

道

が

残

っ

て

い

る

と

は

知

ら

な

か

っ

た

」

と

鵞

嘆

の

声

を

聞

く

。

し

か

し

、

沿

道

の

地

城

住

民

は

ど

れ

が

歴

史

の

道

で

、

ど

ん

な

価

値

が

あ

る

の

か

関

心

は

低

い

。

智

頭

町

は

昨

年

か

ら

町

民

を

対

象

と

し

た

歴

史

の

道

散

策

説

明

会

を

実

施

す

る

な

ど

、

啓

発

活

動

を

行

う

と

と

も

に

、

国

の

補

助

事

業

を

受

け

て

今

年

秋

よ

り

中

原

の

岡

，

’

’

昴

豆

輪

塔

1観
音

堂

、

拇

見

の

魚

ノ

棚

ー

副

ヶ

瀧

周

辺

の

歴

史

の

道

の

整

備

に

着

手

し

た

。

平

成

一

五

年

度

ま

で

六

年

間

か

け

て

、

順

次

全

線

を

整

備

し

て

い

く

計

画

で

あ

る

。

9' 
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郡

智

頭

町

文

化

財

保

護

害

謙

会

委

員

合

倉

常

光
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《ボランティアガ1’ド》
0智頭町親光女性ポランティア

遍絡先：萌音…．， 2 （歴史の道［改研修中）

鳥取票八頭部智頭閲大字智頭1820
喫茶樹里

（代表者／国岡干春）

0智頭町文化財保展審頴会

智頭町教育委畏会生匡学習課

古

い

歴

史

と

郷

愁

を

誘

う

風

景

が

あ

る

。

四0858-75-0080

合0858-75←3113

頭
往
束
i
'

S

I

忠
戸
汲
越
を
ゆ
く
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屠
よ
の
道

い
に
し
え
を
た
ビ
る

疇号□町関跡彗：六丁呈□茶屋谷
呈韮ヶ峠：畠→大師堂下」嘉→榎ヶ峠登り

ロコ神納（御幸の橋）→号→封事ヶ峠→号→

三杯谷の滝］。2分K水ヶ峠三喜二泉ヶ峠］。：：＜＞石

上峠：喜疇岩の大清水二。］K>宿間

宿問舟慈場

国
木
付
近

屋根のある橋として知られる県民俗文化財「御幸0)橋」
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龍
馬
脱
藩
の
道

坂
本
龍
馬
ほ
天
保
六
年
（
一
八
三

五
）
、
高
知
城
下
の
郷
士
．
，
坂
本
八
平
，
幸
の
二
男
と

し
て
生
ま
れ
た
。
「
泣
き
虫
、
は
な
た
れ
、
よ
ば
あ
（
寝

小
便
）
た
れ
」
と
呼
ば
れ
る
虚
弱
な
少
年
で
あ
っ
と

お

と

め

く

ん

と

う

が
、
母
の
没
後
、
男
勝
り
の
姉
r

乙
女
の
薫
陶
を
受

け
、
た
く
ま
し
く
変
身
し
、
土
佐
で
は
並
ぶ
者
の
な

い
剣
豪
に
成
長
し
た
。

一
九
歳
の
と
き
、
江
戸
は
千
葉
定
吉
の
門
で
剣
の

修
業
を
す
る
龍
馬
は
、
浦
賀
で
ペ
リ
ー
の
四
隻
の
黒

船
を
見
て
r

新
し
い
時
代
の
息
吹
と
外
国
の
ア
ジ
ア

支
配
の
脅
威
を
実
感
す
る
。

た
け
ち
ず
い
ざ

A

そ
し
て
武
市
瑞
山
が
率
い
る
土
佐
勤
王
党
に
血
盟

ぃ
ん
じ
か
ん
こ
ろ
う

加
入
、
藩
政
の
改
革
を
固
る
が
、
因
循
固
晒
な
藩
の

体
質
に
失
望
し
、
決
然
と
し
て
土
佐
を
脱
藩
し
た
。

文
久
二
年
(
-
八
六
―
-
)
三
月
f
龍
馬
二
八
歳
の
春

で
あ
っ
た
。

三
月
二
四
日
に
、
同
志
の
沢
村
惣
之
丞
（
の
ち
の

変
名
、
関
雄
之
助
）
と
と
も
に
高
知
を
発
っ
た
寵
馬

は
、
西
に
向
か
い
現
在
の
伊
野
町
・
日
高
村
。
佐
川

ば
ん
じ
ゃ
が
も
り

町
を
通
り
、
幡
蛇
森
の
朽
木
峠
を
越
え
r

}

莱
山
村
・

東
津
野
村
を
経
て
、
二
五
日
の
夜
、
樽
原
町
太
郎
川

の
那
須
俊
平
。
信
吾
父
子
の
家
に
宿
泊
し
た
。

翌
二
六
日
早
朝
、
那
須
父
子
の
道
案
内
で
四
万
川

の
宮
野
々
関
を
破
り
、
正
午
頃
、
国
境
の
大
野
ヶ
原

は
韮
ヶ
峙
を
越
え
て
脱
藩
し
た
。
道
案
内
の
一
人
、

那
須
信
吾
は
、
こ
こ
か
ら
橋
原
へ
引
き
返
し
て
い
る
。

伊
予
路
に
入
っ
た
龍
馬
ら
は
、
大
洲
藩
領
の
小
屋

村
（
現
在
は
愛
媛
県
野
村
町
）
か
ら
榎
ヶ
峠
を
越
え

て
、
横
通
り
。
封
事
ヶ
峠
が
三
杯
谷
。
日
除
•
水
ヶ

峠
（
い
デ
れ
も
河
辺
村
）
を
通
り
、
泉
ヶ
峠
に
着
き

脱
藩
後
の
第
一
夜
を
過
ご
し
た
。

二
七
日
、
北
表
村
を
経
て
宿
間
村
（
い
ず
れ
も
五

十
崎
町
）
に
着
い
た
。
道
案
内
の
那
須
俊
平
は
、
こ

こ
か
ら
楕
原
へ
引
き
返
し
て
い
る
。

龍
篤
と
惣
之
丞
は
宿
間
か
ら
川
舟
に
乗
り
、
小
田

お
お
ず

川
・
肱
I
I
i
を
下
り
、
正
午
頃
大
洲
町
（
大
洲
市
）
に

着
い
た
。
こ
こ
で
昼
食
を
と
り
、
さ
ら
に
舟
で
下
り
、

夕
方
、
長
浜
村
（
長
浜
町
）
の
冨
屋
金
兵
衛
方
（
現

在
の
冨
田
運
夫
氏
方
）
へ
宿
泊
、
翌
日
長
浜
港
を
出

港
し
て
、
・
長
州
へ
と
向
か
っ
た
。

し

し

ふ

ん

じ

ん

そ
れ
か
ら
先
五
年
間
、
龍
馬
の
葡
子
奮
迅
の
働
き

に
よ
り
明
治
維
新
は
成
る
ぶ
、
そ
の
革
命
前
夜
、
慶

応
三
年
（
一
八
六
七
）
―
一
月
一
五
日
、
籠
馬
は
盟

友
の
中
岡
慎
太
郎
と
と
も
に
、
・
京
都
の
近
江
屋
に
倒

山
「
歴
史
の
道
」
に

選
ば
れ
た
梼
原
街
道

龍
馬
脱
蕃
の
道
の
う
ち
、
高
知
県
厨

原
町
か
ら
愛
媛
県
五
十
崎
町
ま
で
の
約

五
0
k
m
の
道
は
、
文
化
庁
か
ら
「
歴
史

の
道
」
に
選
ば
れ
た
。

道
は
閑
係
町
村
に
よ
っ
て
保
存
整
備

が
行
わ
礼
、
裸
識
等
も
設
置
さ
れ
て
い

龍
玉
神
社
で
知
ら
れ
る
茶
屋
谷
か
ら
山

道
と
な
る
。
松
ヶ
峠
番
所
跡
を
通
り
、

標
高
九
七

0
m
の
国
境
、
韮
ヶ
峠
ま
で

の
六
k
m
の
道
は
、
脱
藩
道
中
で
の
最
大

の
雌
所
で
あ
る
C

大
野
ヶ
原
の
韮
ヶ
峠
の
頂
上
に
は
、

現
在
大
規
模
林
道
が
通
り
、
昔
の
面
影

を
失
っ
て
い
る
の
が
残
念
で
あ
る
。

⑤
伊
予
路
を
泉
ヶ
峠
ま
で

韮
ヶ
峠
を
越
え
る
と
下
り
道
と
な
り
f

野
村
町
小
屋
に
着
く
。
脱
藩
し
た
龍
馬

が
飲
ん
だ
と
い
う
伝
説
の
湮
き
水
「
男

水
」
で
の
ど
を
潤
し
r

道
は
上
り
坂
と

な
り
榎
ヶ
峠
に
向
か
う
。

峠
を
越
え
る
と
河
辺
村
に
入
る
。
国

木
を
経
て
神
納
を
通
る
と
き
、
屋
根
の

あ
る
橋
を
渡
る
。
「
マ
デ
ィ
ソ
ン
郡
の

十一

し
"
o

オ
・
ナ
ハ脱
藩
は
龍
馬
の
運
命
を
決
し
た
ば
か
り
で
な
く
、

日
本
の
逼
命
を
も
変
え
た
。
土
佐
と
伊
予
の
山
中
に

残
る
龍
馬
脱
藩
の
道
は
、
ま
さ
に
日
本
の
夜
明
け
を

告
げ
る
道
で
あ
っ
た
。

原
街
道
1

'

龍
馬
脱
藩
の
道
を
ゆ
く

る
。
部
分
的
に
は
ア
ス
フ
ァ
ル
~
ト
で
師

装
さ
れ
か
た
ち
を
変
え
て
い
る
が
、
大

部
分
は
随
馬
か
通
っ
た
頃
の
街
道
の
ま

ま
に
保
存
さ
れ
て
い
る
の
が
う
れ
し
い
。

我
々
も
龍
馬
に
な
っ
て
、
自
ら
の
使

命
と
日
本
の
将
来
を
考
え
な
が
ら
、
憐

原
街
道
を
歩
い
て
み
よ
う
。

②
君
原
か
ら
国
境
ま
で

橋
」
ブ
ー
ム
以
来
に
わ
か
に
有
名
に
な

っ
た
県
民
俗
文
化
財
｛
「
御
幸
の
橋
」
の

上
で
、
龍
馬
も
ふ
と
足
を
止
め
た
て
あ

ろ
う
か
。
道
は
ま
た
も
上
り
坂
と
な
り
、
横
通

り
か
ら
封
事
ヶ
峠
を
越
え
る
。
峠
を
下

る
と
、
三
杯
谷
の
滝
を
横
目
に
日
除
・

水
ヶ
峠
を
経
て
、
泉
ヶ
峠
に
至
る
。

閲
泉
ヶ
峠
か
ら
宿
間
ま
で

か
つ
て
宿
場
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
泉

龍
馬
か
脱
藩
前
夜
を
過
ご
し
た
椙
原

町
太
郎
川
の
那
須
邸
は
な
く
、
わ
ず
か

に
屋
敷
跡
が
残
っ
て
い
る
。
町
の
高
台

に
「
維
新
の
門
」
と
名
付
け
ら
れ
た
八

志
士
群
像
が
あ
り
、
大
き
な
決
意
を
胸

に
、
西
の
空
を
見
つ
め
て
立
つ
龍
馬
の

旅
姿
が
あ
る
。

道
は
四
万
川
の
宮
野
々
関
跡
を
越
え
、

ヶ
峠
は
、
わ
ず
か
に
石
垣
と
井
戸
の
跡

が
残
っ
て
い
，
兌
脱
藩
後
の
第
一
夜
、

龍
馬
は
姉
該
り
の
刀
を
胸
に
抱
き
こ

の
峠
で
ど
ん
な
夢
を
見
た
こ
と
で
あ
ろ

入

。

う
カそ
し
て
道
は
、
五
十
崎
町
の
北
表
か

ら
小
田
川
沿
い
の
宿
間
に
着
＜
e

川
舟

に
乗
る
龍
馬
と
惣
之
丞
。
土
手
の
上
か

ら
見
送
る
俊
平
。
一
＿
一
人
の
胸
に
去
来
し

た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

:

n

:

;

:

a

9

匹

ビ

a

目口g
n

:

S

口
日
『
；
（
大
洲
市
文
化
貯
保
護
審
議
会
委
員

村
上
恒
夫
）
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屠
よ
の
道

い
に

l
え
を
た
ど
る

《所在地》

鹿児島票姶良郡姶良囲脇元

《交通案内》

JR日豊本線重塞駅下車、歴史国道白銀坂駐車場まで徒
歩5分。大口筋巳銀坂登山口まで従歩10分。
《周辺の文化財，観光地など》

0御石山（あいしやま）

島津娠久は、兄義久，義弘とともに活躇しだ戦国武将

である。文禄元年 (1592)、歳久は豊臣秀吉の怒りを受
け、宮之城への癌路竜ケ水の地＼岳寺の地で自害し果て

だ。この地の井戸氷で歳久の首は清められ、後に石塔ガ

建てられだ。

0市31の澄

日
銀
坂
中
腹
、
楠
林
を
ぬ
け
る

ロ筋白銀坂
票道213号の栢Wバス1亭から山手へ坂を上りつめると、
栢山池へ讐く。ここ力ら小川沿いに上流［こ造むと、一条

の遵ガ見えてくる。白銀山中を涼流と可る市弓1の滝であ

る。高さは約20m、幅2mあり、臼銀の滝とも暉ばれる。
0平松城跡石垣

城跡は現在町立重冨小学校となっている。岩剣戟合戦

後、島津義弘は岩剣城の城番を勤めるガ、山頂では不便

怠だめ、麓［こ石垣をめくらしだ館を築いだ。これが平松

城の始まりである。江戸中期、重富領王となった越前島

津氏の舘ガこの地に築力れ、北恨IIには家臣団の集落であ

る麗がつくられだ。

0岩剣蛾跡

岩剣蛾は戦国時代の鹿児島を代表弓る山城である。享

禄2年(1529)頃に蒲生氏により築裁されだ。天文23年
(1554)には、島津氏との閻で激しい戦いガ行われ、初め
て鉄砲が使用され己山頁には曲輯や土塁．、空堀が合で

も残っている。

3
白
銀
坂
登
山
を
採
り
入
れ
た
郷
土

教
~
育

鹿
児
島
で
は
昔
か
ら
「
叫
図
攣
炉

と
い
う
青
少
年
を
鍛
練
す
る
行
事
が
あ

っ
た
。
現
在
で
は
健
康
づ
く
り
や
持
久

力
を
養
成
す
る
た
め
、
郷
土
教
育
に
採

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
毎
年
、
坂
の
上

に
あ
る
鹿
児
島
市
立
少
年
自
然
の
家
や

県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
定

期
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「
白
銀
坂
登

第2展望所での説明風景

下
鶉
弘
）
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の
山
並
み
と
穏
や
か
な
錦
江
湾
の
眺
望

が
飛
び
込
ん
で
く
る
。

江
戸
末
期
の
鹿
児
島
の
地
誌
書
『
三

国
名
勝
図
会
J1
で
は
，
「
景
状
絶
勝
な
り
」

と
絶
賛
し
て
い
る
。
昔
の
旅
人
も
こ
の

景
色
に
感
嘆
し
、
し
ば
し
疲
れ
を
癒
し

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

拿."・日 2 3 ●臼 S B S S 賓ヨ曰口日はとコ盲出 3 日・ロ S ヨ a冨溢ヨロ・・巴日ロヨ旦口曰日白賓●日日撞..曰口● S ・・這●日ロ・弓ロニ●日記口は Z 凶コ・ 3 その十二

鹿
児
島
と
大
口
を
結
ぶ
大
口
筋
は
、

現
在
の
市
町
村
で
い
う
と
、
鹿
児
島
市
。
吉
田
町
。

あ

い

ら

か

じ

き

よ

こ

が

わ

姶
良
町
・
加
治
木
町
。
溝
辺
町
・
横
川
町
玉
栗
野
町
8

菱
刈
町
。
大
口
市
を
通
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
お

け
る
鹿
児
島
藩
の
主
要
な
街
道
の
―
つ
で
あ
り
、
藩

政
上
の
連
絡
網
及
び
物
資
の
輸
送
路
と
し
て
利
用
さ

れ
て
き
た
。
こ
の
沿
線
が
す
べ
て
島
津
氏
に
よ
っ
て

領
域
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
特
に
重
要
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
大
口
筋
が
成
立
し
た
の
は
い
つ
頃
で

あ
ろ
う
か
。
し
ば
ら
く
戦
国
時
代
か
ら
そ
の
実
情
を

見
て
み
よ
う
。
戦
国
時
代
初
期
に
お
い
て
は
、
こ
の

地
域
は
名
目
上
は
守
護
島
津
氏
の
領
同
て
あ
っ
た
が
、

安
定
し
た
支
配
で
は
な
く
、
一
捩
が
反
乱
を
起
こ
し

た
り
、
有
力
な
領
主
が
独
立
し
た
動
き
を
見
せ
て
い

こ。
4
1
 大
永
年
間
（
二
竺
二
，
＼
一
八
）
に
は
、
分
家
で

あ
る
薩
州
家
の
島
津
実
久
と
伊
作
相
州
家
の
島
津
忠

良
の
勢
力
が
、
守
護
家
で
あ
っ
た
島
津
勝
久
の
勢
力

を
圧
倒
す
る
よ
う
に
な
り
f
勝
久
は
島
津
忠
良
の
子

貴
久
へ
家
督
を
譲
っ
た
。
そ
の
後
の
合
戦
で
賣
久
は

勝
久
を
破
り
、
天
文
一
九
年
(
-
五
五
0

)

新
し
く

鹿
児
島
に
築
城
し
た
内
城
へ
入
城
し
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
守
護
島
速
氏
は
戦
国
大
名
島
津
氏
に
成
畏
し

た
と
い
わ
れ
f
本
格
的
な
領
国
経
営
に
乗
り
出
し
て

、fく、

、’>

鹿
児
島
内
城
の
北
方
は
薩
摩
。
大
隅
境
に
接
し
て

武
椅
が
陣
を
構

い
に
し
え
の
道

お
り
、
思
川
と
別
府
川
の
流
域
は
有
力
回
衆
の
蒲
生

氏
の
所
領
で
あ
っ
た
。
天
文
三
―
―
年
(
-
五
五
四
）

九
月
、
島
津
貴
久
は
蒲
生
氏
を
攻
略
す
る
た
め
r

白

い
わ
っ
る
ぎ
じ
ょ
う

銀
坂
に
陣
を
張
り
、
蒲
生
方
の
支
城
岩
剣
城
を
攻

撃
し
た
。
こ
の
戦
い
で
貴
久
の
弟
で
あ
る
忠
将
は
初

め
て
鉄
砲
を
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
の
ち
に
戦
国

武
将
と
し
て
名
を
は
せ
る
島
津
義
弘
は
こ
こ
で
初
陣

ち
ょ
う
さ
ほ
ん
じ
ょ
う

を
飾
っ
て
い
る
。
岩
剣
城
攻
略
後
は
、
帖
佐
本
城
c

松
坂
城
・
北
村
城
を
激
戦
の
末
落
城
さ
せ
、
つ
い
に

弘
治
三
年
(
-
西
五
七
）
四
月
、
蒲
生
氏
は
蒲
生
本

城
を
放
棄
し
た
。
こ
の
戦
い
に
よ
っ
て
、
加
治
木
を

含
む
大
口
筋
の
鹿
児
島
湾
地
域
は
、
一
気
に
獣
国
島

津
氏
の
領
域
と
な
っ
た
。

ー
、
風
格
の
あ
る
石
畳

白
銀
坂
で
は
、
急
傾
斜
地
の
み
に
石

畳
が
敷
か
れ
て
お
り
坂
を
登
り
切
っ

た
平
坦
地
に
は
右
は
な
く
、
今
で
は
珍

し
く
な
っ
た
土
の
道
忍
優
し
く
迎
え
て

く
れ
る
。
石
畳
に
も
工
夫
か
施
さ
れ
て

お
り
、
傾
斜
が
急
な
と
こ
ろ
で
は
階
段

状
と
な
っ
て
勾
配
を
解
消
し
て
い
る
。

ま
た
、
石
忍
移
動
し
な
い
よ
う
に
段
差

部
分
の
石
に
は
や
や
深
め
の
石
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。

こ
の
の
望
永
禄
五
年
(
-
五
六
―
―
)
に
横
川
。

栗
野
を
領
有
化
し
、
同
―
二
年
(
-
五
六
九
）
に
肥

後
の
相
艮
と
結
ん
だ
菱
刈
隆
秋
と
講
和
し
て
、
大
口

地
頭
に
新
納
忠
一
冗
を
命
じ
た
。
以
上
の
よ
う
に
大
口

筋
の
成
立
は
、
永
禄
―
二
年
以
後
の
こ
と
と
考
え
ら

汎
る
。な
お
、
大

□筋
上
に
あ
っ
て
白
銀
坂
と
向
か
い
合

た
つ
も
ん
じ
ざ
か

う
加
治
木
の
龍
門
司
坂
（
県
指
定
史
跡
）
は
、
江
戸

時
代
の
元
文
六
年
（
一
七
四
一
）
に
石
畳
敷
と
な
っ

た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

近
世
の
鹿
児
島
を
代
表
す
る
戯
作
文
学
『
大
石
兵

六
夢
物
語
』
に
も
主
人
公
兵
六
が
活
躍
す
る
舞
台
と

し
て
白
銀
坂
が
登
場
し
、
人
々
に
と
っ
て
こ
の
坂
妍

身
近
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

石
畳
の
両
脇
に
は
側
溝
は
な
く
r

道

幅
は
平
均
約
三
m
r

テ
ロ
畳
の
幅
は
約

一
。
四
＼
，
二
•
四m
で
あ
召
こ
九
ら

の
石
は
上
流
の
河
原
石
や
斜
面
に
埋
ま

っ
て
い
る
山
の
石
を
使
用
し
て
い
る
。

所
々
、
大
振
り
な
石
を
使
っ
た
風
格
あ

る
石
蓋
が
残
っ
て
お
り
、
参
勤
交
代
の

行
列
や
商
人
の
行
き
来
す
る
様
子
を
防

彿
さ
せ
て
く
れ
る
3

山
」
を
試
み
、
多
く
の
児
童
•
生
徒
が

こ
の
坂
を
往
復
し
て
い
る
。
ま
た
、
高

校
生
登
山
部
門
の
県
代
表
を
決
定
す
る

コ
ー
ス
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

白
銀
坂
は
、
四
季
の
移
ろ
い
と
と
も

に
そ
の
表
愉
を
変
え
て
い
く
。
巻
霞
の

中
に
点
在
す
る
い
桜
は
、
臨
玄
な
雰
囲

気
を
醸
し
出
し
、
新
緑
に
満
ち
た
楠
は

生
命
力
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
歴
史
を
追

体
験
す
る
場
だ
け
で
は
な
く
、
自
然
と

親
し
杜
場
と
し
て
も
白
銀
坂
は
近
年
貴

璽
な
存
在
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

現
在
、
石
畳
の
保
存
修
復
作
業
が
年

次
的
に
進
み
つ
つ
あ
る
が
r

朝
夕
の
散

歩
に
利
用
す
る
人
、
遠
足
の
子
ど
も
た

ち
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
グ
ル
ー
プ
で
訪

れ
る
人
な
ど
年
々
利
用
者
が
増
え
つ
つ

あ
る
。
姶
良
町
で
は
、
今
後
も
歴
史
を

体
験
で
き
る
文
化
財
と
し
て
「
大
口
筋

白
銀
坂
」
の
保
存
と
活
用
を
医
っ
て
い

き
た
い
。

※
こ
の
連
賊
は
今
月
汀
を
も
ち
ま
し
て

終
了
し
ま
す
。

:

日

・
:
]
;
・
:
°
:
;
:
3口
g

i
-

:

S

・
巧
（
姶
良
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

VZ
筋
白
録
城
を
ゆ
く

2
'
「
景
状
絶
勝
な
り
」
と
誤
え
ら
れ
た

眺
め
鹿
児
島
市
内
に
あ
る
県
立
歴
史
資
料

セ
ン
タ
ー
黎
明
館
は
、
鹿
児
島
（
鶴
丸
）

城
の
本
丸
跡
に
あ
り
、
大
口
筋
の
起
点

て
あ
る
。
こ
こ
を
出
発
し
て
吉
野
•
吉

田
を
越
え
る
と
、
薩
摩
：
大
隅
境
の
白

銀
坂
で
あ
る
。
途
中
鬱
蒼
と
し
た
杉
木

立
ち
ゃ
楠
林
を
抜
け
る
と
r

布
引
の
滝

の
謳
き
が
聞
こ
え
て
く
る
。
す
る
と
眼

前
の
視
界
が
開
け
、
秀
弱
な
霧
島
連
且
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